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　薬友会員の皆様におかれましては、益々ご健勝の事とお慶び申し上げます。平成⚒⚘
年度より⚒年間、薬学研究院長・薬学部長を拝命いたしました。昭和⚖⚐年に助手とし
て本学部に奉職以来、早⚓⚑年が経過し薬学部教員および教授の任用年数では最古参に
なってしまいました。皆様への恩返しのつもりで微力ながらできる限りの努力を致し
たいと思いますので、どうぞ叱咤激励をお願い申し上げます。
　教育活動面での本学部・研究院の昨年度来の主な動きを述べますと、まず本学部の
⚖年制薬学科の教育に関して薬学教育評価機構による第三者評価が実施されました。
おかげさまで、何点かの改善へのコメントは付されましたが無事終了いたしました。
関わって頂きました関係者の皆様のご努力に感謝申し上げます。また、博士ダブル

ディグリープログラムがタイ王国シルパコン大学薬学研究科に加えて、同マヒドン大学薬学研究科との間
にも協定が交わされ、近いうちに最初のダブルディグリー学生が修了する予定です。これは単に⚒つの学
位が取得できるだけではなく、専門分野に関する理解、異文化圏への理解が深まるという点で、国際的人
材育成に重要な役割を果たすと期待されます。また、プロジェクト経費による外国人特任教員が国際創薬
学研究室に⚒名配置され、ネイティブ英語での講義や演習が行われています。さらに、昨年度始めて秋入
学（帰国子女入試）の学部学生を迎え入れ、入学試験や入学者の多様化が進みました。本年の薬学部一般
入試の競争率は前期日程が⚖．⚗倍、後期日程が⚒⚙．⚙倍でいずれも千葉大学全⚑⚐学部の中で最も高い競争率を
誇っています。
　研究活動面での動きを述べますと、千葉大学は本年度から始まりました⚖年間の国立大学法人の第⚓期
中期目標・中期計画では、いわゆる第⚓群という「全学的に海外大学と伍して卓越した教育研究」を行う
卓越研究大学のカテゴリーに分類されました。このために、中期目標期間中に卓越研究として本学をリー
ドする⚖研究課題が、戦略的重点研究強化プログラムとして学長主導により審査を経て選定されました。
幸いなことに、本研究院の教員がコアメンバーとして提案した「ファイトケミカル植物分子科学」がその
一つに採択されました。< http://www.chiba-u.ac.jp/research/ >この他、中堅若手教員が中心となって
提案した次世代卓越研究であるリーディング研究育成プログラムに⚑課題が次年度以降の研究推進の候補
に選定されました。
　昨年⚖月以降の人事面での主な動きとしては、昨年⚓月に定年退職された山本友子教授（微生物薬品化
学研究室）の後任として川島博人教授が昨年⚘月に着任され、本年⚓月に定年退職された千葉寛教授（薬
物学研究室）の後任として秋田英万教授が本年⚔月に着任いたしました。さらに、医薬品情報学（マツモ
トキヨシHD）寄附講座の山下純特任教授の後任として神﨑哲人特任教授が本年⚔月に着任いたしました。
　教職員一同、本学部・研究院の発展と学部学生・大学院生・薬友会員のために全力を尽くしたいと思い
ますので、薬友会員の皆様のご支援とご協力を宜しくお願い申し上げます。
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　平成⚘年⚕月に千葉大学薬学部薬物学研究室に教授として赴任して以来、⚒⚐年の長き
にわたり、多くの皆様からご指導とご支援をいただきましたが、本年⚓月末をもちまし
て無事に定年退職を迎えることができましたことを心より御礼申し上げます。
　私は昭和⚔⚕年に千葉大学薬学部に入学し、故北川晴雄教授が主宰されていた薬物学研
究室で修士課程を修了した後、国立病院医療センター・臨床研究部・臨床薬理室の研究
員として抗てんかん薬の薬物動態に関する研究により学位を取得し、博士研究員として
カリフォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）に⚒年間留学しました。UCSFでは
パーキンソン病惹起物質であるMPTPの代謝と神経毒性に関する研究を行い、帰国後は
研究室長として、CYPを中心としたヒトの薬物代謝と薬物動態に関する臨床薬理学の研

究に従事しました。その後、縁あって佐藤哲男教授（現千葉大学名誉教授）の後任として、出身研究室に戻っ
てくることができました。
　着任後は、それまで行ってきたヒトにおける薬物代謝の研究を継続・発展させるとともに、医薬品の副作
用発現と遺伝子多型の関係に関する研究を進展させました。最近の⚑⚐年間は、研究室のスタッフを中心に、
ヒト型動物による薬物代謝の研究、ヒトCYPの生理的役割に関する研究、不死化細胞による血液脳関門評価
系の構築など、薬物動態の新しい分野へ研究を発展させることができました。幸いなことに薬物学研究室に
は毎年優秀な学生が集まり、熱心に研究活動に励んでくれたこともあり、多くの有能な人材を社会に送り出
すことができたことは、私の誇りであるとともに大きな喜びです。
　研究・教育以外の活動では、日本薬物動態学会の英文誌編集委員
長、理事、年会長、会長として学会の運営に微力ながら貢献できた
ように思います。日本の薬物動態学は国際的に見ても高いレベルに
あり、千葉大学薬学部出身の研究者がその発展の一翼を担ってきま
した。これからも若い研究者が千葉大学薬学部の伝統を引き継ぎ、
日本の薬物動態学をさらに発展させて欲しいと思います。
　母校で後輩たちの研究・教育に携わることができたこの⚒⚐年間は、
大変やりがいのある、充実した日々でした。お世話になりました
方々に改めて感謝申し上げるとともに、千葉大学薬学部の今後益々
の発展を祈念しております。
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　平成⚒⚗年⚘月⚑日付で、微生物薬品化学研究室に教授として着任致しました。歴史と
伝統のある千葉大学大学院薬学研究院の一員に加えていただきましたことに心より感謝
致しますとともに、責任の重さを痛感し、身の引き締まる思いで一杯です。
　私は、昭和⚖⚓年⚓月に東京大学薬学部を卒業後、大澤利昭先生および後任の入村達郎
先生の御指導のもと、平成⚕年⚓月に学位を取得致しました。平成⚕年⚔月からは東京
都臨床医学総合研究所・宮坂昌之部長のもとに研究員として職を得て、リンパ球の体内
動態（リンパ球ホーミング）に関する研究を開始致しました。その後、平成⚖年⚘月か
ら約⚗年間は大阪大学大学院医学系研究科（宮坂昌之研究室）、平成⚑⚓年⚑⚐月から⚓年半
は米国The Burnham Institute（福田穣研究室）、平成⚑⚗年⚔月から約⚙年間は静岡県立
大学薬学部（今井康之研究室）、平成⚒⚖年⚕月から約⚑年間は星薬科大学と研究の実施場
所は変わりましたが、リンパ球ホーミングの研究は一貫して私の主要な研究テーマです。
東京都臨床医学総合研究所および大阪大学大学院医学系研究科では、リンパ球の体内動
態に関与する主要なレセプターであるL-セレクチンとCD⚔⚔の共通のリガンドとしてコ
ンドロイチン硫酸プロテオグリカン・バーシカンを同定しました。The Burnham 

Instituteでは、硫酸基転移酵素欠損マウスを作製し、リンパ球ホーミングにおいて硫酸化糖鎖（下図参照）
が必須の役割を果たすことを明らかにしました。静岡県立大学薬学部に准教授として、また星薬科大学に教
授として着任後は、リンパ球ホーミングを媒介する特殊な血管である高内皮細静脈特異的に遺伝子を改変す
る技術や特定の糖鎖に特異的に結合するモノクローナル抗体を高い効率で作製する技術等を開発してきまし
た。今後はそれらの独自の技術を活用して、糖鎖生物学と免疫学を融合した独創性の高い研究を展開してい
きたいと考えております。
　もとより微力ではございますが、精一杯本学の教育・研究の発展に貢献していく所存です。皆様の御指導、
御鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

主要論文
H. Kawashima, B. Petryniak, N. Hiraoka, J. Mitoma, V. Huckaby, J. Nakayama, K. Uchimura, K. 
Kadomatsu, T. Muramatsu, J.B. Lowe, M. Fukuda. N-Acetylglucosamine-6-O-sulfotransferases 1 and 2 
cooperatively control lymphocyte homing through L-selectin ligand 
biosynthesis in high endothelial venules. Nat. Immunol. 6, 1096-1104 
(2005).
Y. Ohmichi, J. Hirakawa, Y. Imai, M. Fukuda, H. Kawashima. 
Essential role of peripheral node addressin in lymphocyte homing to 
nasal-associated lymphoid tissues and allergic immune responses. J. 
Exp. Med. 208, 1015-1025 (2011).
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　大学院医学薬学府長として⚒年目を迎えることとなりました。千葉大学は国立大学第
⚓群の国際的教育研究拠点を担うトップ⚑⚖校に入りました。医学薬学府は、⚒⚐⚐⚑年に全
国初の医学・薬学融合型大学院教育組織として設置され、医学部、薬学部、看護学部、
真菌医学研究センター、医学部附属病院などが集結した亥鼻において、医学薬学の最先
端をゆく大学院教育を行っています。修士課程（医科学専攻、総合薬品科学専攻）、⚔年
博士課程（先端医学薬学専攻、先進予防医学共同専攻）、後期⚓年博士課程（先端創薬科
学専攻）を擁し、理化学研究所統合生命医科学研究センター・かずさDNA研究所・放射
線医学総合研究所・千葉県がんセンター・国立精神神経医療研究センター・国立環境研
究所・医薬品医療機器総合機構（PMDA）とも連携し、医学・薬学両方の知識を持った

専門家や先端的生命健康科学に精通する研究者等、医学薬学の未来を担う人材の育成に当たっています。そ
して、文部科学省支援プロジェクトである、博士課程教育リーディングプログラム（http://www.isrit-lgp-
chiba.jp）、未来医療を担う治療学CHIBA人材養成プログラム（http://www.cipt-chiba-u.jp）、がんプロフェッ
ショナル養成基盤推進プラン（http://kanto-kokusai-ganpro.md.tsukuba.ac.jp）が実施されております。
　医学薬学府（薬学領域）では、国際化を加速するために大学院⚔月入学のみならず⚑⚐月入学制度を導入し
てきました。海外協定校とのダブルディグリー制度（後期⚓年博士課程）により、グローバル人材育成も進
めています。薬学の研究を一層発展させるために修業年限短縮制度を整備して、博士課程進学希望者が修士
課程を半年または⚑年短縮する早期修了の道筋ができましたので、博士課程短縮制度も活用すると、一貫し
た大学院修士・博士課程として半年から⚒年間の短縮による博士学位取得早期修了が容易になりました。ま
た、日本学術振興会特別研究員DC⚑・DC⚒に後期⚓年博士課程から⚕名、⚔年博士課程から⚔名、PDに⚒
名が採用されており（平成⚒⚘年度現在）、TOEIC⚗⚕⚐点以上の⚔年博士課程学生の中からリーディング大学院
生に⚙名（平成⚒⚗年度現在）が選抜され、採用された学生全員に毎月給料が支給されています。更に、日本
学生支援機構奨学金返還免除者（全額・半額）は過去⚓年間で修士⚑⚕名、博士⚘名が選ばれています。日本
薬学会年会の優秀発表賞受賞学生は、全国の薬学部の中でもトップクラスの実績（平成⚒⚓ô⚒⚖年度それぞれ⚑
位、⚕位、⚓位、⚒位）を挙げています。千葉大薬学の名声を一層向上させるべく、グローバルに活躍する
研究者や医療従事者の育成を加速してゆかねばなりません。薬友会員の皆様のご支援とご鞭撻をよろしくお
願い申し上げます。

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨医学薬学府長挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶 山口　直人

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨新任教授ご挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶 川島　博人

 略　歴 
平成⚕年　東大院･薬博･
修了、阪大院医･助手、静
岡県大薬･准教授、星薬科
大･教授等を経て現職
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　平成⚒⚘年⚔月⚑日付けで、千葉寛教授の後任として千葉大学大学院薬学研究院、薬物
学研究室教授を拝命致しました。半世紀以上にもわたり、動態・代謝の研究領域を中心
に著名な先生方を輩出した伝統ある研究室の教授を引き継がせていただく機会を得て、
身の引き締まる思いが致しております。薬友会報の紙面をお借りして皆様にご挨拶申し
上げます。
　私は、東京大学大学院薬学系研究科に在学中、杉山雄一先生の御指導のもとでトラン
スポーターの研究に従事しながら、薬物動態学や分子生物学を学びました。平成⚑⚔年に
学位を取得後、北海道大学大学院薬学研究科の原島秀吉研究室で助手として採用いただ
きました。学生時代は主に、低分子薬物の体内動態が解析の中心でありましたが、北海
道大学では、次世代医療としての遺伝子・核酸治療の実現を見据え、細胞内動態が興味
の対象となりました。自ら開発した細胞内動態の定量法を用い、また、ウイルスベク
ターと比較を行いながら人工ベクターの細胞内動態を解析した結果、従来から、広くデ
リバリー用材料として用いられてきた正電荷材料が、細胞内に入った後には転写・翻訳
過程を阻害する諸悪の根源となることを見出しました。この問題点を克服するため、細

胞内の環境に応答しながら、特定の小器官だけで正に帯電し、また自己崩壊する脂質様材料（ssPalm）と、
本材料から形成されるナノ粒子を開発し、実用化を目指した研究しております。
　薬物学研究室では、ゲノム薬理や細胞・分子生物学の考え方を取り入れながら、
低分子薬物の動態、さらには薬効・毒性の個体差を解明する研究が行われて参りま
した。私は、ドラッグデリバリー技術を研鑽しながらも、高分子さらにはナノ医薬
（リポソーム製剤など）の動態における個体差を生み出す要因を解明してみたいと考
えています。また、薬物動態を｢解析｣し、｢予測｣するだけでなく、動きを｢制御｣す
る技術を取り入れた薬物学を切り拓きたいと考えております。また、新たな医療原
理を薬理学的観点から考案し、体内・細胞内における動態学的な解析/予測をしなが
ら製剤の設計し、具現化できる。これらの一連の流れを担える人材を育成したいと
考えています。薬友会会員の皆様からのご支援をお願い申し上げます。

Akita H., Ishiba., Hatakeyama H., Tanaka H., Sato Y., Tange K., Arai M., Kubo K. Harashima H. A neutral 
envelope-type nanoparticle containing pH-responsive and SS-cleavable lipid-like materials as a carrier for plasmid 
DNA. Adv Healthc Mater. 2: 1120-25 (2013)
Miura N, Shaheen SM, Akita H.(Equal contribution to 1 author), Nakamura T, Harashima H, A KALA-modified 
lipid nanoparticle containing CpG-free plasmid DNA as a potential DNA vaccine carrier for antigen presentation 
and as an immune-stimulative adjuvant. Nucleic Acids Res. 43(3):1317-31 (2015)

 略　歴 
平成⚑⚔年　東大院・薬博・
修了、北海道大学大学院
薬学研究院にて助教、准
教授を経て現職
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　平成⚒⚘年⚔月⚑日付けで千葉大学大学院薬学研究院寄附講座　医薬品情報学の特任教
授を拝命致しました。本講座は、国立大学法人千葉大学と株式会社マツモトキヨシホー
ルディングスが高齢化社会の急速な進展や医薬分業の推進により、多様化する保険薬局
業務に対して各種対応が重要であるとの共通認識から、医薬品適正使用の普及、地域医
療への貢献、医療関連サービスの充実を目的に平成⚒⚕年に設置されました。このような
産学連携の講座では、大学として教育・研究の役割を十分に果たすことは当然ですが、
大学と企業との共同研究を進めることも重要です。
　私は本学医学部を卒業後、内科学第二講座（現細胞治療内科学）に入局いたしました。
その後、多くの先生方から動脈硬化学の基礎・臨床のみならず、科学のあり方、その精
神についてご指導を賜りました。さらに、スウェーデン国ウプサラ市ルードウック癌研
究所のヘルディン教授のもとでTGF-β結合蛋白の研究に従事させていただきました。
その後、成田空港検疫所の医療職、国立精神・神経センター国府台病院内科で臨床経験
を積みながら、当時の本学薬学部医薬品情報学の上田教授のもとでTGF-β結合蛋白の
研究を続けさせていただきました。平成⚑⚙年⚔月からは千葉科学大学薬学部臨床医学研
究室で主に教育と動脈硬化性疾患の臨床研究に取り組んでまいりました。
　研究テーマは、TGF-βと動脈硬化症の血管壁細胞の性質変化、精神疾患患者におけ

る動脈硬化性疾患の実態の解明など、いずれも動脈硬化症の基礎・臨床に関係し
ています。動脈硬化症は多くの危険因子（外因）を取り除いても、その発症・進展
をゼロにすることはできません。個々の血管壁細胞の性質（内因）を解明すること
により、動脈硬化症をさらに深く理解し、その対策を立てられるものと思います。
　現在、急速な高齢化社会の到来とともに、求められる医療・医療人は急速に変
化しています。将来のどのような変化にも対応できる医療人を育成することは、
私たちの非常に重要な任務です。さらに、本講座の特徴である企業との共同研究
を進展させ産学連携を着実に進めていく所存ですので、皆様方からのご支援、ご
鞭撻をどうぞよろしくお願い申し上げます。
主要論文
1. Kanzaki T, Olofsson A, Moren A et al: TGF-β1 binding protein: a component of the large latent complex of 
TGF-β1 with multiple repeat sequences. Cell 61, 1051-1061 (1990).
2. Tetsuto Kanzaki, Yoriyasu Uju, Kazumi Tsukada et al: Increased silent brain infarction accompanied with 
high prevalence of diabetes and dyslipidemia in psychiatric inpatients: a cross-sectional study. The Primary Care 
Companion for CNS disorders 17, 115-121 (2015). 

 略　歴 
昭和⚕⚕年千葉大学医学部
卒業、国立精神・神経セン
ター国府台病院内科勤務、
平成⚑⚙年より千葉科学大
学薬学部臨床医学研究室
教授を経て現職
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会 員 便 り

　　生城山勝巳　（千葉科学大学　薬学部　教授）　
　私が薬学部に入学したのは⚑⚙⚘⚔年、ロサンゼルスオリンピックで、カール・ルイスや柔道
の山下・斉藤の両選手が大活躍した年でした（懐かしい！）。⚔年次から大学院修士までの
計⚓年間は生物薬剤学研究室に所属し、卒業後は迷わずに病院薬剤師の道に進みました。卒
業後⚑⚐年ほど経過し、千葉大近くの病院に移って薬学生の病院実習指導も軌道に乗ってきた
頃、上野光一先生（高齢者薬剤学）のお誘いで大学院博士課程に在籍する機会をいただきま

した。現在は千葉科学大学薬学部・臨床薬剤学研究室に臨床系（実務家）教員として勤務しています。その
傍ら、月に数回は病院に行って患者さんに接し、薬剤管理指導業務などを行っています。
　千葉大学との最近の関係では、千葉大学、城西国際大学、千葉科学大学による⚓大学連携教育において、
救急・集中治療ならびに災害医療分野の主担当教員の一人として関わっています。毎年⚘月に⚓大学の学生
が銚子に集まり、実践形式の演習を行います。高級外車に匹敵する価格の患者シミュレータを本学薬学部に
複数台配備していただき、実践・体験型の学生教育に活用しています。知識と技能を融合させる教育を行な
う上で、患者シミュレータはとても便利なツールです。今年の⚘月も、シミュレータと一緒に皆様のお越し
をお待ちしています。 （昭和⚖⚓年卒業）

　　齋藤　宏暢　（第一三共株式会社　癌臨床開発部長）　
　第一三共に入社し、今年でちょうど⚓⚐年になります。現在、臨床試験・薬事申請の業務に
携わるとともに、製薬協のICH委員長、Drug Information Association（DIA）のSteering 
Committeeメンバーとして、業界団体・学会の活動にも参加しています。ICHおよびDIAでの
活動はともにGlobalでのCommunicationが土台となっており、欧米はもちろんのことアジ
ア・中南米も含め新薬開発に携わる方々と世界の患者のためにどういう薬剤が必要か、必要

な薬剤を一日でも早く患者さんに届けるにはどうすべきかを議論する場であり、社会貢献という気持ちを直
に感じることができる自分の大事なプラットホームです。社内外での活動では本当に多くの千葉大の先輩、
後輩と一緒になります。黒川達夫先輩や高橋千代美先輩、たくさんの後輩達。DIAではStudent Sessionとい
う学生とのGlobal交流を目的とした勉強会を立ち上げ、医薬品に一番大事な「添付文書」を各方面の専門家
と一緒に作り方・読み方を勉強しています。また、その活動を通して忘れてかけていた学生時代の「熱い思
い」を実感しています。ここでも千葉大生が活躍しています。これからの日本を背負って立つ学生達の気概
と心意気に乾杯。。。 （昭和⚕⚙年卒業）

　　高橋千代美　（日本医薬情報センター）　
　小生は千葉大学薬学部を卒業後、三共株式会社（現第一三共株式会社）に入社し、⚓⚐年は
薬事関係を、その後⚑⚐年は安全性関係の仕事に就きました。その間、業界では東薬工薬事法
規委員会委員長、日薬連薬制委員会委員長および安全性委員会委員長を務めました。安全性
委員会委員長時代は「薬害肝炎事件の検証及び再発防止のための医薬品行政のあり方検討委
員会」の業界代表委員として参画し貴重な経験をしました。現在は日本医薬情報センターで

英文報告の和訳チェックなどを行っております。さて、小生が入社後まもなく東薬工薬事法規委員会が主体
となって千葉大学卒業生の情報交換の場として「法規ゐのはな会」が発足しました。本会は、極めて限定的
な会員で長期間開催しておりましたが、⚒年前、「ＲＳ（レギュラトリーサイエンス）に関する業務を遂行
している産官学各方面の会員の相互の親睦と会員の向上に資するとともに、ＲＳの発展に寄与すること」を
目的に「ＲＳゐのはな会」と名称を変更いたしました。会員資格も薬学部教職員、旧教職員、薬学部卒業生、
薬学部専攻科修了生、大学院薬学研究科修了生などと大変広くなっております。年⚑回の七夕行事ではあり
ますが、毎年多くの会員の参加を頂いております。今年も⚗月に開催いたしますので、参加を希望される方
は是非奮ってご参加いただきたいと思います。 （昭和⚔⚖年卒業）
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　　渡邊　伸一　（帝京平成大学薬学部　教授）　
　私が大学院修士課程を修了した平成⚓年前後に研究室に所属していた先生、先輩などに連
絡し、「臨床化学研究室平成⚓年くらい卒業者の会」と称して、昨年と今年の⚑月⚒日に懇
親会を開催しました。五十嵐先生にご出席いただき、昨年は⚙人、今年は⚗人が集まりまし
た。私自身は、⚒年前の⚗月に勤務先が大学になるという環境の変化がありましたが、懇親
会に出席した大学に勤務している先輩から、薬剤師を養成する役割がより大きくなった⚖年

制の薬学部において生化学の分野で研究を進めている状況など、さまざまな話をうかがえ、楽しい時間を過
ごせるとともに、大学勤務に有用な情報を得ることができました。同じ研究室に在籍した方々と、気楽に情
報交換できる場を持てるのは、ありがたく感じます。歳をとったせいもあり、このような場を、ますます楽
しいと思うようになってきたので、来年以降も⚑月⚒日に懇親会を継続して開催したいと考えています。こ
の「会員便り」を見て、臨床化学研究室（病態生化学研究室）に所属していたけど連絡がないぞ！という卒
業生は、私の勤務先まで電話で連絡ください。
　平成元年卒業（⚘⚕P）の同期会も、私が次回の幹事を担当します。次回は今年の秋頃に開催したいと考え
ています。昨年は、連絡先不明の方々もいたようですので、昨年の同期会の連絡がなかった⚘⚕Pの卒業生は、
私の勤務先まで電話で連絡ください。 （平成元年卒業）

　　江原　輝喜（独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA））　
　修士課程修了後に厚生省に入省して⚒⚐余年が過ぎました。入省当時、厚生行政は国内行政
だから英語は不要ともいわれ、職場のパソコン（PC）は室内共用⚑台だけでした。ところが、
あっという間に国際化とIT化が進み、PMDAでは海外規制当局と頻繁にメールや電話会議
をし、PC画面で審査しています。お役所以外ではもっと国際化・IT化が進んでいるものと思
います。

　IT化と国際化で思い出すのが、大学の英語講義テキストだった南雲堂の副読本「MEGATRENDS」です。
⚑⚙⚘⚒年刊行のベストセラー「Megatrends（John Naisbitt著）」から一部抜粋した簡略版ですが、この中で描
かれているポスト工業化社会の未来予想図は今も色あせていません。コンピューターが社会に与える影響を
予言しつつ、情報化社会における「high touch（人間性）」と「教育」の重要性を指摘しています。
　数年前に本棚の奥から出てきて懐かしく読み直しました。特に気に入っているのは結論で、「変遷期は不
確定だが、チャンスに満ちた時代でもある。生きているのになんてすばらしい時代なのだろう。」との趣旨で
結んでいてポジティブな考え方が魅力的です。原書でもっと勉強していたらIT企業の創業者になれていた
かもしれません。
　千葉大学出身者はPMDA専門員のかなりの割合を占めていますし、医学研究院はPMDAと連携大学院協
定を締結しています。このテキストに象徴される先進的教育＠千葉大学に感謝するとともに、更なる国際
性・先見性のあるアカデミアとして期待しております。 （平成⚓年卒業）

　　和泉（松本）　早矢香　　（亀田総合病院　薬剤部）　
　私は学部⚔年から修士⚒年まで、薬物学研究室にてご指導いただきました。修了後、千葉
県鴨川市にある亀田総合病院の薬剤師レジデントとして⚒年間研修し、その後薬剤部に勤務
しています。薬物学研究室ではCYPやOATPの遺伝子発現に関する研究を行っていました。
⚓年間の研究生活により問題解決能力やプレゼンテーションスキル、諦めない精神力が養わ
れたと実感しています。現在は神経内科病棟の専任薬剤師として多職種による脳梗塞再発予

防教室の開催、栄養サポートチームへの参加、心臓血管外科におけるプロトコルに基づくワルファリンの薬
物治療管理などに携わっています。病棟では、多数の薬剤が処方されている患者さまや大量の残薬を持参さ
れる患者さまにしばしば出会います。老々介護や高齢独居の現状も目の当たりにすることが多いです。これ
らの患者さまに対し、医師や看護師、管理栄養士、作業療法士、ソーシャルワーカーなどと連携し指導を
行っています。患者さまの治療上の問題点を解決するには、多職種の協力が必須であると実感する毎日です。
超高齢社会を見据え、今後は病院薬剤師だけでなく地域の薬局薬剤師とも連携し、漫然と投与されている薬
剤の削減やコンプライアンス向上による残薬削減に取り組んでいきたいと思います。
 （平成⚒⚐年卒業）
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　ニンニクの発癌抑制効果や循環器疾患改善効果は、ニンニクが生合成す
る含硫黄成分「アリイン」に起因します。遺伝子資源応用研究室では、ネ
ギ属植物の遺伝子配列群の生物情報学的解析に基づき、アリイン生合成経
路の最終段階において生合成中間体の硫黄原子を酸化する酵素をコードす
る遺伝子を同定しました。将来的には、この遺伝子を導入した植物や微生
物を利用したアリイン等の含硫黄化合物の効率的生産や創薬への展開、健
康機能を有する含硫黄化合物を多く含むニンニクの育種など産業への応用
が期待できます。

 ニニニニニニニニニニニニニニニニンンンンンンンンンンンンンンンンニニニニニニニニニニニニニニニニククククククククククククククククのののののののののののののののの含含含含含含含含含含含含含含含含硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫硫黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬用用用用用用用用用用用用用用用用成成成成成成成成成成成成成成成成分分分分分分分分分分分分分分分分生生生生生生生生生生生生生生生生合合合合合合合合合合合合合合合合成成成成成成成成成成成成成成成成のののののののののののののののの鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵鍵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵酵素素素素素素素素素素素素素素素素遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝子子子子子子子子子子子子子子子子のののののののののののののののの同同同同同同同同同同同同同同同同ニンニクの含硫黄薬用成分生合成の鍵酵素遺伝子の同定定定定定定定定定定定定定定定定定 

　千葉大薬学部では、海外の高校卒業時期に合わせた帰国子女向け秋入学
試験（薬科学科限定）を、全国に先駆けて⚒⚐⚑⚓年度入試から行っています。
受験者は毎年おりましたが、これまで合格者はゼロでした。しかし、この
たび初の合格者が出て、昨年⚙月に入学しました。本制度による全国初の
薬学部入学者です。入学後⚑ヶ月間のマンツーマン集中講義・補習を受け、
⚑⚐月以降は通常の⚔月入学者に合流しています。この後、学業成績が一定
の基準を満たせば⚓年半での早期卒業、つまり多くの同級生と一緒に⚓月
に卒業することも可能となっています。

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋入入入入入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学学学学学試試試試試試試試試試試試試試試試験験験験験験験験験験験験験験験験（（（（（（（（（（（（（（（（薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科科科科科科科限限限限限限限限限限限限限限限限定定定定定定定定定定定定定定定定））））））））））））））））のののののののののののののののの導導導導導導導導導導導導導導導導 秋入学試験（薬科学科限定）の導入入入入入入入入入入入入入入入入入 

　平成24年度文部科学省により採択された本プログ
ラムも4年目に入り、新しい時代に即した薬剤師教
育の開発を目指し、成果を広く社会に公表しており
ます。平成27年度は10月18日（日）に薬学部創立120
周年記念講堂にて「未来医療を担う学生成果発表会」
を開催しました。二件の特別講演に続き、本プログ
ラムの受講生と、コース修了生による成果発表が行
われ、さらに特別講演者、発表者を交えたパネル討
論を行いました（写真）。学生による成果発表では大
学の通常の講義では学べない、在宅医療の現場にお
ける実践的な学習内容や、緊急時・災害時における

薬剤師の役割を学んだ際の充実した体験が発表されました。本プログラムもいよいよ次年度が最終年度です。引
き続き、ご支援のほど宜しくお願いいたします。

 文文文文文文文文文文文文文文文文部部部部部部部部部部部部部部部部科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学省省省省省省省省省省省省省省省省大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学間間間間間間間間間間間間間間間間連連連連連連連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携携携携携携携教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業「「「「「「「「「「「「「「「「実実実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践践践践践践践社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会博博博博博博博博博博博博博博博博学学学学学学学学学学学学学学学学のののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確確確確確立立立立立立立立立立立立立立立立とととととととととととととととと発発発発発発発発発発発発発発発発展展展展展展展展展展展展展展展展にににににににににににににににに資資資資資資資資資資資資資資資資すすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるる薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬文部科学省大学間連携教育推進事業「実践社会博学の確立と発展に資する薬剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤剤師師師師師師師師師師師師師師師師養養養養養養養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成成成成成成成ププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムム」」」」」」」」」」」」」」」」学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生成成成成成成成成成成成成成成成成果果果果果果果果果果果果果果果果発発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表会会会会会会会会会会会会会会会会師養成プログラム」学生成果発表会 

薬 学 部 こ の 一 年

　本年度は博士ダブルディグリー協定による
初めての学位取得者を輩出し、協定校との交
流内容も具体的な成果として現れています。
更に千葉大学は「国際化」を目標に掲げ、在
校生の留学推進、留学生の受入れを積極的に
行っています。本年⚑月に米国コンコルディ
ア大学薬学部から学部長一行が本学を訪問さ
れ、学術交流を開始することが約束されまし
た。これまで深い交流実績をもつ協定校との関係を更に深めるとともに、新たに欧米諸国の薬学系大学との交流
協定を締結し、より質の高い薬学教育環境の整備に努めていく所存です。今後益々のご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流のののののののののののののののの現現現現現現現現現現現現現現現現 国際交流の現況況況況況況況況況況況況況況況況況 

コンコルディア大学薬学部一行の表敬訪問（平成⚒⚘年⚑月⚒⚗日）
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　薬学教育の年限延長に伴い、教育の質の保証を目的とした分野別評価、
いわゆる第三者評価の実施が要請されています。薬学教育評価機構によ
る本評価は平成⚒⚔年度から始まりました。千葉大学は平成⚒⚗年度が評価
実施年度で、その結果、千葉大学薬学部薬学科（⚖年制薬学教育プログ
ラム）は、薬学教育評価機構が定める「薬学教育評価　評価基準」に適
合していると認定されました。認定の期間は、⚒⚐⚒⚓（平成⚓⚕）年⚓月⚓⚑
日までです。千葉大学薬学部は今後も薬学教育プログラムの質的向上に
取り組んでいきます。

「「「「「「「「「「「「「「「「⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖⚖年年年年年年年年年年年年年年年年制制制制制制制制制制制制制制制制薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育評評評評評評評評評評評評評評評評価価価価価価価価価価価価価価価価」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののの結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果ににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいい 「⚖年制薬学教育評価」の結果についててててててててててててててててて 

　⚔年博士課程　幸龍三郎さん、修士課程　伊藤涼さんが医学
薬学府長表彰成績優秀賞を受賞しました。受賞者は、⚓月⚒⚕日
の学位記伝達式において表彰されました。また、平成⚒⚕年度修
士論文発表会からの試みとして、優秀な発表を行った学生に対
して「修士論文優秀発表賞」を実施しております。選考では、
研究内容、発表内容、発表態度、質疑応答等が審査されます。
平成⚒⚘年⚒月⚒⚙日、⚓月⚑日に行われた修士論文発表会では、
昨年度に負けず劣らず素晴らしい発表がされました。今年度は、
伊藤涼さん、金屋晴信さん、河野将人さん、滋賀直樹さん、田口
翔大さんの発表が優秀発表賞に選ばれました。伊藤さんはなん
とダブル受賞です！⚓月⚒⚕日の学位記伝達式の際に行われた表
彰式では、表彰状と記念品が授与されました。

成成成成成成成成成成成成成成成成績績績績績績績績績績績績績績績績優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞・・・・・・・・・・・・・・・・修修修修修修修修修修修修修修修修士士士士士士士士士士士士士士士士論論論論論論論論論論論論論論論論文文文文文文文文文文文文文文文文優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀発発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表者者者者者者者者者者者者者者者者がががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決 成績優秀賞・修士論文優秀発表者が決定定定定定定定定定定定定定定定定定 

　今年も毎年恒例となりましたソフ
トボール大会が⚘月⚒⚗日～⚒⚙日に開
催されました。第⚑⚑回となる今年は、
⚑⚕チーム（合同チームもありますの
で、⚑⚙研究室）が参加し、白熱した
試合が繰り広げられました。年々試
合のレベルが上がってきていると感
じます。研究室によっては、教授の
先生も参加したり、応援に駆けつけ
たり、普段の研究生活等を忘れてリ
フレッシュするとともに、研究室間
での交友を深めました。今年の優勝
は最強村山軍団（薬効薬理学研究
室）、準優勝は薬化学研究室でした。今年もまた楽しみですね！

第第第第第第第第第第第第第第第第⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐回回回回回回回回回回回回回回回回薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部ソソソソソソソソソソソソソソソソフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開 第⚑⚐回薬学部ソフトボール大会を開催催催催催催催催催催催催催催催催催 

　アメリカ化学会の一部門である Chemical Abstract Service
（CAS）が主催する世界中の博士課程学生を対象とした
「SciFinder Future Leaders in Chemistry プログラム」に博士課
程⚒年中島誠也君が見事に日本代表として選抜され、世界中から
選考された⚒⚐名の代表の一人としてプログラムに参加しました。
千葉大学からは初めての選抜です。本プログラムでは⚘月⚑⚐～⚑⚕
日米国オハイオ州コロンバスにある CAS を訪問し、化学情報利
用について情報交換を行い、オハイオ州立大学などの見学も行わ
れました。さらに⚘月⚑⚖～⚒⚐日ボストンで開催された米国化学会
年会にも参加しました。中島君のインタビュー記事は日本化学会
機関誌に掲載されています。（化学と工業、⚖⚘巻、⚑⚒月号、⚑⚑⚐⚗
ページ、⚒⚐⚑⚕年）

 ⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚑⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕⚕ SSSSSSSSSSSSSSSScccccccccccccccciiiiiiiiiiiiiiiiFFFFFFFFFFFFFFFFiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnddddddddddddddddeeeeeeeeeeeeeeeerrrrrrrrrrrrrrrrFFFFFFFFFFFFFFFFuuuuuuuuuuuuuuuuttttttttttttttttuuuuuuuuuuuuuuuurrrrrrrrrrrrrrrreeeeeeeeeeeeeeeeLLLLLLLLLLLLLLLLeeeeeeeeeeeeeeeeaaaaaaaaaaaaaaaaddddddddddddddddeeeeeeeeeeeeeeeerrrrrrrrrrrrrrrrssssssssssssssssiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnCCCCCCCCCCCCCCCChhhhhhhhhhhhhhhheeeeeeeeeeeeeeee⚒⚐⚑⚕ SciFinder Future Leaders in Chemmmmmmmmmmmmmmmmiiiiiiiiiiiiiiiissssssssssssssssttttttttttttttttrrrrrrrrrrrrrrrryyyyyyyyyyyyyyyyププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムにににににににににににににににに薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬mistry プログラムに薬学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部博博博博博博博博博博博博博博博博士士士士士士士士士士士士士士士士課課課課課課課課課課課課課課課課程程程程程程程程程程程程程程程程中中中中中中中中中中中中中中中中島島島島島島島島島島島島島島島島誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠也也也也也也也也也也也也也也也也君君君君君君君君君君君君君君君君がががががががががががががががが選選選選選選選選選選選選選選選選考考考考考考考考考考考考考考考考さささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたた部博士課程中島誠也君が選考されました 

写真：米国オハイオ州コロンバスのCAS本部にて。
　　　後列右から二人目が中島君。

幸幸 伊伊
藤藤

金金
屋屋

河河
野野

滋滋
賀賀

田田
口口
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　島根大学総合理工学部講師として栄転された鈴木優
章助教の後任として、京都大学理学部の博士課程を終
えたばかりの米田友貴助教が平成⚒⚗年⚔月より赴任し
ました。⚒⚘年⚔月現在、職員⚓名と大学院生・学部生
15名の総勢18名が在籍しています。研究室では生物無
機化学解析や計算科学手法による創薬研究を進めてお
り、昨 年 度 はBiochemistry, Inorg. Chem., Bioorg. 
Med. Chem., J. Chem. Inform. Model.などの国際誌
に論文を発表しました。
　博士課程の不動聡志君が⚒⚘年⚓月に学位を無事取得
し、⚔月からフィンランドのヘルシンキ大学に博士研
究員として赴任しました。イラン人留学生のMajid 
Vahedさんは⚒⚗年⚔月から、中国人留学生の斉 非さ
んは⚒⚗年⚑⚐月から、それぞれ博士課程に進学して活発
な研究を展開しています。修士課程を修了した近藤君
や阪田君は無事に製薬会社などに就職し、薬学科を卒
業した林さんと渡部さんは公務員や薬剤師として活躍
しています。教員と学生は講義や実験などの多忙な
日々に追われながらも、研究室旅行や定期コンパなど、
研究以外の活動も楽しんでいます。

 

　本年度も斉藤和季教授のもと、一同、研究活動に励
んでおります。当研究室は、植物が生産する薬理活性
や健康機能性を有する代謝産物について、植物のゲノ
ム機能科学研究からこれらの生合成に関わる遺伝子の
解明とそのバイオテクノロジー応用を目的とした研究
に取り組んでいます。平成⚒⚗年度も多くの研究成果を
あげ、学術論文や学会で発表を行いました。平成⚒⚗年
⚑⚐月からは、斉藤教授を推進責任者とした千葉大学戦
略的重点研究強化プログラム「ファイトケミカル植物
分子科学」を生体機能性分子研究室や活性構造化学研
究室、他学部研究室と連携して進めています。これに
より、植物が生産する多様なファイトケミカルに関す
る分子科学的な原理の解明を、より効率的に推進でき
ると考えています。最近の研究活動の詳細については、
研究室ウェブサイト
（http://www.p.chiba-u.jp/lab/idenshi/）をご覧下さい。
薬学基礎研究の発展に貢献すべく日々努力しておりま
すので、今後とも温かいご支援をお願い申し上げます。

薬品物理化学

遺伝子資源応用

研 究 室 便研 究 室 便 りり

 

　本年度は、教員⚓名、博士⚗名、修士⚘名と学部生
⚘名が在籍し、がん細胞のシグナル伝達の研究に取組
んでいます。特に、核内チロシンキナーゼシグナリン
グによるクロマチンダイナミックスとエピジェネ
ティックスの制御、DNA傷害によるチロシンリン酸
化シグナリングの役割、細胞分裂におけるチロシンキ
ナーゼの役割などの研究が進んでいます。第⚑⚓⚕回日
本薬学会では、米谷詩織さん、長谷川仁美さん、森井
真理子さん、幸 龍三郎君が優秀発表賞に選ばれ、第⚑⚔
回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム⚒⚐⚑⚕
では本田拓也君が優秀発表賞に選ばれました。さらに、
千葉大学博士課程教育リーディングプログラム第⚑期
生の本田拓也君と森井真理子さんが学振特別研究員
DC⚒に採用されました。研究室の研究活動の詳細につ
いては、研究室ウェブサイト
（http://www.p.chiba-u.jp/lab/maku/index.html）をご

覧下さい。
教室員全
員 で 頑
張ってお
りますの
で、卒業
生の皆様、
お気軽に
お立寄り
ください。

 

　環境リスク研究室（平野研）は、国立環境研究所内
にあり、博士課程と修士課程の大学院生が一名ずつ在
籍しています。研究テーマは、①「ヒ素化合物の代謝
機構と細胞への作用機序の解明」と、②「カーボンナ
ノチューブ、銀粒子、二次生成粒子、PM⚒．⚕など粒子
状物質の生体影響機構の解明」の⚒つに大きく分かれ
ます。ヒ素の研究では、チオール基への結合とRING

分子細胞生物学

環境リスク（国立環境研究所）
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フィンガードメインを持つPMLタンパク質の修飾に
注目しています。また、粒子の研究では貪食レセプ
ターに注目して研究を進めています。ナノトキシコロ
ジー分野では、海外からの共同研究者や研究生も一緒
に研究を進めています。プラズマ質量分析計などの機
器を用いた測定・分析結果と、細胞生物学的手法を用
いた遺伝子やタンパクの変化をもとに、培養細胞や実
験動物に
おける環
境有害物
質の生体
作用機序
を解明す
ることを
目指して
います。

 

　遺伝子創薬研究室は、かずさDNA研究所との連携
講座としてできました。研究内容を簡単にご紹介しま
すと、⚑）中山らは、新しい部位特異的組み換えシス
テムを開発してゲノム中の特定の遺伝子や領域を人工
的に変えるゲノム改変技術開発、⚒）鈴木らは、新型
シークエンサーによるトランスクリプトーム解析及び
新型質量分析機器によるメタボローム解析を通して、
機能性代謝物の生合成研究及びトランスオミクス統合
解析における新しい解析手法の技術開発、⚓）大関ら
は、染色体の分配機構に必須なセントロメアの研究を
通じて、ヒト人工染色体の開発と応用を行っています。
当研究室は、生命のゲノム情報を基に、生体システム
の理解を目指す「ゲノミクス」と呼ばれるアプローチ
を創薬に活用します。特に、近年のDNA塩基配列決
定技術や質量分析技術を駆使した最先端分析技術を開
発することで、新しい創薬への道筋を生み出せたらと

願って研究に励
んでおります。
ご興味があれば、
ぜひ一度かずさ
DNA研究所に
ご訪問ください。

 

　現在（平成⚒⚘年⚒月）、職員⚓名と学生⚑⚙名「博士
課程⚒、修士課程⚒年⚔、同⚑年⚔（他⚑名休学中）、
学部⚔年⚔（薬学⚒、薬科学⚒）、⚓年⚕（薬学⚒、
薬科学⚓）」が在籍しています。⚓月末には修士⚒年が
修了・就職予定で、⚔月からは新たに修士課程に新入
生⚑名の入学を予定しています。実験ベンチの確保や
研究費のやり繰りが大変なところです。研究内容は、
脂質性シグナル分子（スフィンゴ脂質、アラキドン酸・
プロスタノイド）に関連した研究を細胞レベルで行っ
ています。また、ここ数年、細胞内コレステロール異
常疾患であるニーマンピック病、肺線維症、結腸癌な

かずさDNA研究所（遺伝子創薬学）

薬効薬理学

どに焦点をあてて、上記の脂質シグナル系における治
療標的の探索などを進めています。平成⚒⚗年⚓月には
藤野裕道准教授が、結腸癌増悪とプロスタノイドの研
究成果により日本薬学会学術振興賞を受賞致しました。
中村浩之助教は、治療標的の有効性を動物レベルで実
証すべく製薬企業との共同研究を加速させております。
創薬に一
歩でも貢
献したい
と研究室
メンバー
が頑張っ
ていると
ころです。

 

　昨年⚔月より旧・高齢者薬剤学研究室は臨床薬理学
研究室と名称を改めスタートしました。樋坂教授、佐
藤（洋）助教に、今年⚑月より畠山浩人助教と事務補
佐員が加わり、さらに学生、共同研究メンバーも増え
つつあって、多様な研究テーマと活動がポストや学年
を超えて豊かに交流し合う部屋です。研究としては、
モデリングを適用し薬理・動態・生化学実験を駆使し
て、医薬品の開発・適正使用、バイオマーカーの発掘、
治療効果の高精度予測などの医療への貢献を目指して
日々励んでいます。恒例の⚔～⚖月の薬剤師卒後教育
研修講座は今年は千葉大病院薬剤部と共催とし、例年
の倍増の受講者を集めました。⚙月には研究室旅行で
河口湖に出かけ（写真）、富士急ハイランドの手強い絶
叫系に教授をはじめ果敢にチャレンジし、山梨の郷土
ほうとう作りに陶酔し、ハーブ園では押し花工芸に勤
しみました。⚑⚑月には第⚙回次世代を担う若手医療薬
科学シンポジウムを佐藤助教が大会長を務めて本学で

開催し、研
究室総出で
支えました。
各自が真っ
新な気持ち
で新体制に
臨んでいま
す。

 

　当研究室では、循環器疾患の病態解明やそれに基づ
いた新たな治療法の開発を目指した研究を行っていま
す。わが国では高齢化や生活習慣の欧米化により循環
器疾患の患者数は年々増加傾向にあります。これまで
たくさんの治療薬が開発され使われてきましたが、治
療に反応せず改善がみられない患者さんはまだ多くい
らっしゃいます。特に心臓の働きが悪くなる重症の心
不全では、生命予後は極めて悪く心臓移植しか治療法
がありません。病気の進行を止めるような有効な治療
薬を開発して患者さんの役に立ちたいと思います。ゼ

臨床薬理学

分子心血管薬理学
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ロからスタートした研究室ですが、皆、仲良く頑張っ
て研究を行っています。また、薬剤師向けに「心不全
患者の在宅医療で活躍できる薬剤師の育成」講習会を
開始しました。平成⚒⚗年度は⚗回の講習会を開催し、
座学だけでなく聴診器を使ったフィジカルアセスメン
トの実習や事例検討会なども行いました。平成⚒⚘年度
も引き続き開催しますので興味のある方は是非ご参加
ください。
薬 学 部 の
ホームペー
ジ等でご案
内しますの
で宜しくお
願いいたし
ます。

 

　生物薬剤学研究室では、現在、教員⚓名（伊藤 晃成 
教授、関根 秀一講師、 青木 重樹 助教）、大学院生⚑⚐
名（博士課程⚖名、修士課程⚔名）、学部生（⚘名）
の研究体制で、医薬品による毒性発現の分子メカニズ
ムとこれに基づく毒性予測法開発に向けた研究に取り
組んでいます。昨年⚔月に関根 助教が講師に昇任、
学生では、昨年の第⚙回 次世代を担う若手医療薬科
学シンポジウムにおいて薄田健史君が優秀発表賞を受
賞しました。研究室内では、Tosapol君がタイ
Chulalongkorn大学から交換留学生として⚑カ月間、
研究室内での実験を経験し、帰国しました。今春⚓月
末には博士課程への進学、製薬企業の研究職、開発職
へとそれぞれの道を歩き始めております。また⚑月に
は学部⚓年生（⚓名）を研究室に迎え、⚔月には博士課
程に⚒名が進学しており、新たな体制で研究がスター
トしています。研究室HPも是非覗いてみて下さい。

 

　医療薬学研究室には、平成⚒⚘年⚓月現在、教員⚓名、
大学院生⚕名、学部学生⚘名が在籍しております。慣
れ親しんだ病院薬学研究室から医療薬学研究室に研究
室名が変わりましたが、これまでと同様に脂質異常症
とその合併症を中心に薬物治療の適正化に関する研究
など勢力的に取り組んでいます。また、タコ焼きパー
ティー、薬学部ソフトボール大会への参加 （本年度は
サードベースまで踏みました。）など、研究以外の行事
も一生懸命に楽しんでいます。今後も、研究室員だけ

生物薬剤学

医療薬学

ではなく病院薬剤部の先生方、共同研究先の先生方と
切磋琢磨し研究活動を進めていきたいと存じます。

 

　平成⚒⚗年度は、教員⚓名、事務補佐員⚑名、大学院
生⚔名、⚖年生⚕名、⚕年生⚕名、⚔年生⚕名の⚒⚓名
です。当研究室の研究は、薬物治療などの臨床の課題
を扱うため、研究の場は学内にとどまらず、様々な医
療機関や研究施設と連携をもちながら進めています。
研究を通じて共同研究先の先生方や、社会人の大学院
生などから、多くの刺激を受けつつ、日々研鑽に励ん
でいます。また、地域貢献として、平成⚒⚗年⚖月には
「くすりの正しい飲み方：くすりと安全に安心して付き
合う～たいけん学習～」「薬物乱用防止に関するたいけ
ん学習」を、⚘月には、「おくすり調剤体験～注射調
剤を体験する～」を、⚙月には「薬物の害と私たちの
健康」を開催しました。これからも学外の多くの方々
とのつながりを大切に、社会との連携を深め、臨床の
課題に取り組んでいきたいと思います。

 

　平成⚒⚘年⚔月より稲川知子特任助教を迎え、関根祐
子教授、大久保正人助教と合わせ教員⚓名、大学院生
⚒名、⚖年生⚑名、⚕年生⚑名、⚔年生⚑人の総勢⚘
名で新年度をスタートしました。
　研究内容は、「先発点眼薬と後発点眼薬の比較」、「在
宅現場で活躍できる薬剤師の育成」、「簡便かつ信頼性
の高い家庭血圧測定・管理システムの構築」など臨床
現場に近いテーマに加え「腎性低尿酸血症モデルUrat
⚑-Uox-double KOマウスにおけるアロプリノール中

社会薬学

実務薬学
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断後急性腎障害の経日的経過」など基礎研究にも取り
組んでいます。また、他研究室との共同研究も積極的
に行っており、上記の在宅関係の研究は分子心血管薬
理学研究室と、血圧管理システムの研究は東邦大学と
のダイバーシティプログラムとして、腎性低尿酸血症
モデルマウスの研究は帝京大学と共同で行っています。
ちいさな研究室だからこその教員と学生の距離の近い
研究室を
目指して
頑張って
います。
今後とも
温かいご
支援のほ
どよろし
くお願い
申し上げ
ます。

 

　教員⚓名、学生⚑⚘名、職員⚒名、総勢⚒⚓名になりま
した。そのうち留学生が⚕名となり、必然的に研究室
セミナーの言語は英語となりました。今年度は、伊藤
教授体制になって初めてソフトボール大会に出場しま
した。結果は一回戦敗退でしたが、皆で楽しめました。
また研究室旅行は浅草に行き、留学生と共に日本文化
を堪能しました。研究面では培養細胞、ゼブラフィッ
シュ、ショウジョウバエを研究対象として、発生、成
長、老化やさまざまな組織において、細胞同士のコ
ミュニケーションを担うNotchシグナルの役割や機能
について研究を進めています。引き続き、研究室員同
士で切磋琢磨しながら日々研究活動に邁進していきた
いと思います。

 

　平成⚒⚖年⚓月現在の薬物学研究室の構成は、教員⚓
名（千葉 寛教授、小林カオル准教授、降幡知巳助教）、
大学院生⚑⚓名（博士後期課程⚘名、博士前期課程⚕名）、
学部⚖年生⚑名、学部⚕年生⚕名、学部⚔年生⚕名（⚔
年制⚒名、⚖年制⚓名）、学部⚓年生⚔名（⚔年制⚓名、
⚖年制⚑名）、事務補佐員⚑名の計⚓⚒名です。研究室
のメインテーマは「薬物動態と薬効・毒性発現機構の
解明及び予測法の確立」で、教職員、学生一同、日々

生化学

薬物学

研究活動に邁進しています。⚑⚑月に降幡先生が日本薬
物動態学会奨励賞を、博士課程⚒年の橋本真理さんが、
第⚓⚘回日本分子生物学会年会、第⚘⚘回日本生化学会大
会　合同大会で若手優秀発表賞を、修士課程⚒年の
伊藤涼君が The ⚑⚑th ICCVB学会でベストポスター賞
を受賞しました。今年は、千葉先生の退職年にあたり、
⚒月に最終講義と祝賀会が、⚓月には同窓会が開催さ
れました（写真）。

 

　卒業生の皆さん、最近の薬化学研究室の動向は以下
の通りです。
☆⚒⚐⚑⚕年⚔月、根本哲宏先生が教授へと昇進し、根本
研究室が発足しました。
☆⚒⚐⚑⚕年⚖月、濱田康正先生の退官記念祝賀会が盛大
に行われました。タイからの留学生、Benz君が当研
究室に加わりました。
☆⚒⚐⚑⚕年⚘月、恒例の研究室対抗ソフトボール大会で
準優勝の好成績を収めました。
☆⚒⚐⚑⚖年⚒月、新たに⚓年生⚔名が配属されました。
☆⚒⚐⚑⚖年⚓月、鈴木君、山口さん、志賀君、兼平君、
鶴田君が無事、学位を取得し社会に飛び立ちました。
　⚒⚐⚑⚖年度は総勢⚒⚐名で薬化学研究室を運営させてい
くことになります。
写真：研究室学生メンバー

 

　副学長を兼任する西田篤司教授をはじめスタッフ・
学生の計⚒⚑名で切磋琢磨しています。⚒月には⚔名の
⚓年生が配属され、研究室も一段と若返りました。
森川君（博士後期⚒年、学振DC⚑）が半年間の米国
UC Berkeleyへの留学を終えて帰国しました。中島君
（博士後期⚒年）はアルカロイド合成での卓越した成果

薬化学

薬品合成化学
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により早期修了にて学位を取得し、⚔月から米国留学
を予定しています（学振DC⚒からPDへ資格変更）。ま
た、中 島 君 はThe ⚒⚐⚑⚕ SciFinder Future Leaders 
in Chemistry Programに千葉大学から初めて選出さ
れました。詳細は「化学と工業」⚑⚒月号（Vol．⚖⚘， No．
⚑⚒）をご覧ください。博士論文発表会での英語プレゼ
ンテーションや国際学会での発表賞など、学生諸君が
英語での情報発信に確実に自信をつけてきました。研
究面では、新しい不斉反応の開発や複雑天然物の全合
成を主眼に研究を展開しています。これらの研究に携
わった大
学院生は
学会表彰
も受けて
おり、彼
らの今後
の活躍が
楽しみで
す。

 

　病態分析化学研究室では、⚓名の教員 （戸井田敏彦
教授、西村和洋准教授、東恭平助教）、大学院生⚑⚒名、
学部学生⚗名が、それぞれ「信頼性・汎用性の高い分
析法やDDSの開発」、「酸性糖鎖の構造解析」、「老化お
よび疾患に伴う糖鎖変化」、「ポリアミンの生理作用」
に関する研究に従事しています。最近のトピックスを
紹介します。⚑）博士課程のSuabjakyong Papaweeさ
ん、廣瀬直雄さん、ᷤ丹さんが無事学位を取得するこ
とができました。⚒）ᷤ丹さんはコンドロイチン硫酸
と塩基性生理活性物質ポリアミンを混合して調製した
ポリイオンコンプレックスの有用性を初めて論文とし
て報告しました。⚓）現⚔年生がプレ実験として、船
橋漁港での水揚げが有名な出世魚・スズキ、および蜂
の子から、珍しい糖鎖を見つけました。どんな生理作
用をもつのか、更なる検討が期待されています。
　今後も酸性糖鎖とポリアミンを融合させた新しい研
究分野の開拓を目指しています。　（文責：東）

 

　最近の研究室トピックスを紹介します。
・⚒⚐⚑⚕年度も継続して、海外雑誌への論文発表数二ケ
タを達成しました。
・関連学会における発表で、教員と学生合わせて⚗つ

病態分析化学

製剤工学

の優秀発表賞を受賞しました（植田助教、黒岩さん、
金屋さん、大八木さん）。
・本年巣立った卒業生は、アステラス製薬（⚓名）、
住友化学（⚑名）、日本ベーリンガーインゲルハイム
（⚑名）で活躍しています。
・研究室のグローバル化が進んでいます。現在、中国
からの留学生⚓名（劉さん、趙さん、陳さん）が在籍
しています。⚒⚐⚑⚕年度は、タイの大学に⚓名が短期留
学し、タイからは⚒名の学生を受け入れました。日本
人の配属学生もTOEIC ⚗⚓⚐点以上を最低目標として
英語力を研鑽しています。
・最近研究室ではスポーツが盛んです。コアタイム後
にバトミントン、ボルタリングなどをしています。日
頃の運動の成果が現れたのか、昨年⚙月に行われた薬
学部のソフトボール大会では、遂に念願であった一勝
を挙げました。本年度も適度な運動を取り入れつつ、
元気に日々の研究に邁進していきます。

 

　⚒⚐⚑⚕年⚘月に川島博人先生が教授として着任され、
新生「微生物薬品化学研究室」として出発いたしまし
た。免疫学、細菌学、糖鎖生物学の⚓つの学問を融合
した新たな学問領域を立ち上げるべく、川島教授のも
と、高屋准教授、ポスドク⚑名、大学院・学部学生⚑⚓
名が切磋琢磨し、研究に取り組みました。その成果を
発信するべく、⚑⚐月にはM⚒、B⚔の学生⚒名が学会発
表を行いました。修士⚑年の学生⚑名は、⚒か月間ド
イツ・ベルリンを訪問し、海外研究機関での研究活動
を体験しました。修士学生⚒名と薬学科⚖年生⚑名は
修士及び卒業論文発表を行い、企業での新たな生活を
スタートします。日々研究活動に邁進する中、研究室
旅行やスポーツ大会などでリフレッシュする時間もた
くさんありました。⚓月からは平川助教が、⚔月から
は新⚔年生⚕名、外部からの新大学院生⚑名が新たに
加わり、現在のメンバーと共に生まれたばかりの研究
室を成長
させるべ
く、皆で
協力しな
がら、楽
しく真剣
に研究に
取り組ん
でいます。 

微生物薬品化学
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　平成⚒⚗年度に新設された予防薬学研究室は、教員⚓
名、大学院生⚓名、学部学生⚗名 の陣容でスタートし
ました。新設された研究室とは言え、いろいろな事柄
について移行期ということもあり、慎重な歩みを重ね
てきた⚑年でしたが、いくつかの国際交流を行いまし
た。⚑⚐月 にはJSTのさくらサイエンスプランにより
インド工科大学ボンベイ校からSingh教 授と
Debasish博士が、⚑⚑月 から⚒月にかけてチリ教育省
の支援によりバルパライソ・カトリック神学大学（チ
リ）から博士課程学生のVerdugo君が、⚒月から⚓月 
にかけてJSPSの短期招へい事業によりマドリードコ
ンプルテンス大学（スペイン）からMadrid教授が来訪
し、それぞれ講演、共同研究および研究打ち合わせな
どを行いました。⚒⚘年度からは本格的に予防薬学を志
向した研究を展開していきたいと考えています。また
衛生薬学関連の講義に加えて、⚓年次の実習も⚒⚘年 
度以降は当
研究室が担
当しますの
で、衛生薬
学教育にも
責任を持っ
て取り組ん
でいきたい
と思います。

 

　⚒⚗年度は高山廣光教授（薬学研究院長・薬学部長）、
北島満里子准教授、小暮紀行助教と博士課程⚔名、修
士課程⚑⚑名、学部⚖年生⚒名、学部⚕年生⚑名、学部
⚔年生⚕名の計⚒⚓名の学生が在籍し、アルカロイドを
ターゲットにした合成研究、成分探索研究、医薬化学
研究に取り組みました。これにより高山教授が日本生
薬学会生薬学会賞「生物活性アルカロイドの探索・合
成・創薬化学研究」を受賞しました。また昨年⚙月に
岐阜で開催された日本生薬学会第⚖⚒回年会において、
⚖年生の丸山萌さんが優秀発表賞を受賞しました。
　昨年⚑⚑月⚒⚕日から⚒⚗日に幕張国際研修センターにて
第⚓⚓回メディシナルケミストリーシンポジウムを主催
致しました。多数の製薬企業・大学から、招待講演を
含む⚒⚓件の口頭発表と⚑⚓⚓件のポスター発表をしてい
ただき、⚗⚐⚐名ほどの参加者を迎え盛況のうちに終了
致しました。
　博士課程⚓年の東雅之君、高梨憲幸君が博士の学位
を取得しました。学位論文の題目などにご興味のある
方は研究室のHPをご覧下さい。 

予防薬学

生体機能性分子

 

　本研究室は、⚔名の教員と博士課程⚕名、修士課程
⚕名、学部学生⚙名、秘書⚑名の総勢⚒⚔名で構成され
ています。最近のニュースとして、昨年⚓月に博士課
程を修了しました鈴木千恵さんが浜松医科大学の助教
として赴任されました。今後のご活躍を期待しており
ます。昨年⚙月にはインドネシアより留学生のHolis 
Abdul Holikさんが来日されました。国際創薬研究室
Ashfaq Mahmood教授とも連携を取って、英語での
ディスカッションが盛んに行われています。本研究室
では、がんの画像診断薬剤やアイソトープ治療薬剤の
開発研究を進めており、最近では、これら研究の両輪
を融合したtheranostics（therapy + diagnostics）へ
の展開も目指しています。コンパ、研究室旅行、秋の
ソフトボール大会を楽しみつつ、日々研究活動に励ん
でおります。OB/OGの皆さま、いつでもお立ち寄り
下さい。

 

　活性構造化学研究室では千葉県周辺で採取した土壌
から放線菌を分離し、天然物を探索します。新規化合
物を単離した場合は化合物名を命名する必要がありま
すが、これまでに千葉県の地名にちなんだ名前をつけ
ました。例えば、イヌボシン（犬吠崎）、カトラゾン
（香取市）、ヨウロウフェナジン（養老渓谷）、イズミ
フェナジン・イズミノシド（千葉市若葉区いずみの森）、
イノハナミン（亥鼻公園）などです。これからも積極
的に千葉にちなんだ化合物名をつけ、千葉を世界にア
ピールしたいと思います。
　写真は⚒⚐⚑⚕年⚙月の生薬学会（岐阜）の折のもので
す。⚒⚐⚑⚕年には⚒名の外国人研究者が当研究室に滞在
しました。一人はエジプト・ヘルワン大学のモハメド・
アブデルファター教授（JSPS外国人招へい研究者・長
期）、もう一人はバングラデシュ・ダッカ大学のフィロ
ジュ・アーメド教授（東京生化学研究会招聘研究者）
です。⚒人の他、短期来日したバングラデシュ・クル
ナ大学シャミール・サドゥー教授と留学生⚒名の計⚕
名の外国人が当研究室から発表しました。

分子画像薬品学

活性構造化学
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ク ラ ス 通 信

昭和⚒⚐年卒業（るつぼ会）
　空襲で焼け野原になった街へ巣立って⚗⚐年、勉強は
できなかった（しなかった）が千葉薬卒業の矜持を持っ
て⚕⚖名の級友が新生日本の薬事衛生の指導者となり、
医師となり、町の開局薬剤師となり、大学の教授とな
り、会社経営者等々、多彩な活躍をしてきました。
　るつぼ会も⚖⚐回、毎年のように開催して親睦を図っ
てきました。沖縄、台湾の級友を訪ねてクラス会を開
いたり、平成⚑⚗年、母校の新設の研究棟（Ⅰ）、⚒⚕年
には研究棟（Ⅱ）を訪問し、立派な設備と研究に隔世
の感を深くし、参加できなかった級友にもるつぼ会便
りで報告しました。この⚒年間で⚕名が逝去し、更に
年末には⚒名の訃報が入りました。
　現在、⚑⚐名が腰、脚、その他の疾病を抱えており、
るつぼ会の今後の開催は難しくなりました。尚消息不
明は⚘名、物故者は⚔⚓名です。 （佐川　安寿）

昭和⚒⚓年卒業
　毎年開催していたクラス会も⚒⚖年は小生の入院手術
の為、開催出来ずに迷惑をかけた。今年はその挽回と
ばかりに米寿を兼ねたクラス会を開こうと張切って案
内状発送した。⚒⚕年のクラス会には⚑⚑名の参加を得て
いたので、今回も同数程度の出席があるものと期待し
ていた。ところが返信は病欠とご家族よりの訃報ばか
り。中でも毎回出席でクラスで一番の健康を誇ってい
た青柳君の突然の逝去は大変なショックであった。平
素健康に自信があった為に体調が少々悪くても医者の
診断を受けずに過ごし、診察を受けた時は既に手遅れ
であった由、我々老年者の場合は｢体調不良になった
ら早朝に医師の診断を受ける事が大切｣との教訓を受
けた。結局出席者は⚔名でゆっくり話は出来たが、淋
しい会になった。今回⚕名の逝去が判明した。改めて
ご冥福を祈る。
　⚒⚘年のクラス会は年賀状のやりとりで体調回復者も
居られる様なので⚕月中旬頃｢新橋、新橋亭新館｣で開
く予定にしており、改めてご連絡致します。
 （三浦　清）
　写真、向かって左より三浦、小沢、清水、大塚

昭和⚒⚔年卒業
科学の進歩と人間の進歩
　我々昭和⚒⚔年卒業の者の⚘⚐台の後半に入り、昨年同
期会を企画はしたが、私も含め、病人が多く実現でき
なかったのは残念でした。しかしこの一年訃報も届い
ていないのは幸ともいえます。
　同期会のニュースを伝えることができないので、戦
後⚑期生としての感慨を昨年に続いて記します。
　戦後それまで途絶えていた外国の科学ニュースが
入って来た。宮木先生が有機化学電子論なるものを教
室で紹介され、なるほどと感じいった思い出がある。
　あの時代機器分析などなく、ましてコンピューター
は無く手計算であった。
　後にＤＮＡの二重らせん構造を知りその見事な理論
に感じ入ったが、今や遺伝子治療の時代である。卒業
後病院に勤務したが、抗生物質、サイアザイドなど効
果が歴然と高い新薬が次々登場し治療を変えた。
　パソコンは各人の机上に在り、人間はＤＮＡと原子
核をあやつり、生物と物質の本源に迫るようになった。
しかし社会的存在の人間は一向に進歩していないとい
う感慨というか慨嘆がある。 （酒井　正嘉）

昭和⚓⚑年卒業（三一会）
　⚑⚙⚕⚖年⚓月卒業、今年で⚖⚐年目を迎えました。還暦
です。
　卒業後は皆で全国各地の旅行を楽しんだり、定期的
な会合を持ったりし、旧交を温めてきましたが、⚒年
前からは、毎年⚕月の最終木曜日と固定、東京駅近く
交通便の良い場所で会を持つことにしました。
　昨年の会では、香山淑江さん（旧姓塩沢さん）が長
年の女子薬剤師会でのご活躍で叙勲の栄を受けられた
というおめでたい話もあり、参加者は⚑⚑名と少なかっ
たものの、学生時代のこと、近況など大いにしゃべり、
盛り上がりました。お酒の量は少し減りましたが、こ
れは致し方のないことでしょう。今年は節目の年です
ので、もっと集まることを期待しております。
　またこれからも、時には小グループなどで旅行した
いものです。
　三一会メンバーは今後も元気で頑張ります。
 （菅澤　明夫）

⚒⚐⚑⚕年⚕月三一会（東京で）
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千葉薬⚓⚒会
　昭和⚓⚒年学部卒の我々は、卒年に因んで千葉薬⚓⚒会
と名付け、折に触れてはクラス会を開催してきました。
また全員が⚘⚐歳・傘寿を超えることとなった昨年の会
合で、毎年⚓月⚒日（当日が土・休日の場合は続いた
月曜日）、会場も東京医科歯科大⚑⚖階のホテルオーク
ラ“メジコ”に固定して会を継続していくことを決定
しました。
　今年は⚓⚕名（物故者⚑⚒名）の現メンバー中、関西や
北陸からの遠来の人も含
めて⚑⚔名の出席でしたが、
旧交を暖めると共に今後
とも元気に有意義に過ご
す糧となったと思われま
す。尚在学中発刊のクラ
ス雑誌“CHAOS”もVOL．
⚘が近々出来上がる予定
です。
 （幹事：小幡・辻）

昭和⚓⚓年卒業

　毎年続くクラス会、今年は全員が傘寿となったこと
を記録して、ちょっと豪華に音羽の椿山荘、料亭錦水
にて⚕月⚑⚙日に行いました。
　雨上がりの緑溢れる自慢の庭も美しく、参加者⚒⚓名、
美味しい料理と酒を満喫しながら旧交を暖めました。
　各人から年相応のトラブルを抱えながらも、地域活
動、旅行、趣味等々を楽しむ近況が報告され、この調
子では二度目の東京オリンピックも楽しめるとの話も
出ました。

昭和⚓⚔年卒業（亥鼻三四会）
　⚑⚐年ぶりに京都で集まることになった。前回は紅葉
の洛西を散策したので、今回は洛東の紅葉にした。参
加者は⚑⚓名いずれも⚘⚐歳前後のため観光や宿泊は雑踏
を避け、移動は貸切りバスを利用した。
　昼過ぎ京都駅に集合し、修学院離宮近くの社寺で紅
葉を楽しみ、宿泊場所きらら山荘で宴会をして再会を
楽しんだ。
　翌日すぐ隣の曼殊院をかわきりに永観堂、将軍塚青
龍殿、平安神宮を回り、昼時の混雑を避け、京名物い
もぼう平野屋本家で遅い昼食をとり散会した。
　高齢者には少々強行軍であったが、天候にも恵まれ、
障害もなく、和気藹々の楽しい集まりであった。
 （野村　幸一）

昭和⚓⚕年卒業（珊瑚会）

　昨年⚖月⚓日　幹事小野弘子さんの企画で小田急百
貨店新宿⚑⚓階「さがみ」でクラス会を開催。
　正畠柾子さんが名古屋から参加、「ヤー、お久しぶ
り！」と皆さん大喜び。男性⚘名、女性⚖名計⚑⚔名が
参加。薬友会、薬学部の現状について報告の後、幹事
の提案で終戦⚗⚐周年を迎えるに当たって終戦時の体験、
思い出をテーマに話し合った。昭和天皇の玉音放送、
苦しみの体験等、話はなかなか尽きなかった。
　和食膳を楽しみ乍らお互いの近況など確認・歓談、

　同級生は⚓年次に医学部に転籍した⚒名を加えて⚔⚖
名（女子⚑⚑名、男子⚓⚕名）。残念ながら今年度、⚔名
が亡くなり物故者は⚙人となりました。
 （大部　順久）
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昭和⚓⚖年卒（三六会）
　クラス会メンバー大半の年齢が平成⚒⚖，⚒⚗年で⚗⚗才
を迎えた。そこで喜寿の祝ということで、毎年行って
いる旅行の他に通常のクラス会を行った。
　⚕月中旬、浅草のイタリアンレストラン「ラ・ラナ
リータ」で、ランチクラス会。⚑⚕名参加。卒業以来ご
無沙汰の島村金悦郎（旧姓石井）君が現れ、また遠く
は広島県福山から上田蘭子（旧姓石井）さんが出席し、
花を添えた。出席者はみんな元気で、楽しい一時を過
ごした（写真参照）。まだ⚑⚐年ぐらいは大丈夫？
　⚑⚑月初旬には、毎年恒例の⚒泊⚓日の旅行に出かけ
た。一部参加も入れて⚑⚐人参加。滋賀県の近江八幡で
水郷めぐりと町歩き、京都泊で北野天満宮参拝・見物、
認知症予防を祈る。京都伊勢丹で昼食後、桜で有名な
吉野へ。翌日奥千本から上、中、下千本と下がって、
快晴の秋の吉野郷を楽しんだ。 （村上　泰興）

昭和⚓⚘年卒業（三葉会）
　昨年のクラス会は神戸で開催の予定でしたが、直前
の出席予定者がかなり減る事が分かり急遽都内の皇居
を見降ろせる一ツ橋徳川家跡地に建てられたホテルで
の開催に変更しました。間際のキャンセルもありまし
たがそれでも⚒⚑名が出席し、⚓時間余りを会食や会話
などでゆったりとした時間を過ごしました。
　全員が後期高齢者となりましたが、海外旅行に出か
けるほど元気な方もおられる半面、遠距離移動や宿泊
の場合には途中で体調を崩すなどして迷惑を掛けては
と自重される方も増えてきました。クラス会もあと何
回開催できるか分かりませんが昨年のように出来るだ
け多くの方が出席しやすい方向で計画すべきなのかな
と思います。同窓会プラン等のある交通の便の良いホ
テル等で毎年同じ頃に開催するとか、時には箱根など
近場の温泉で開催するとかです。ご意見お待ちしてお
ります。
 （鷲見　常夫）

昭和⚓⚗年卒業

　平成⚒⚗年の同期会は、⚖月⚑⚔日（日）開催された。
　長年利用してきた有楽町の会場はニユートーキョーの
改築で使用できなくなり、新会場での開催となった。
それは、虎ノ門の高層ビル街の中に、ひっそりと取り

残されたような空間にある“智美術館”内にあった。
　レストラン＜ヴォワ・ラクテ＞は三面ガラスに囲ま
れ、心配された雨も上がり緑が一層色濃く映える日本
庭園を眺めながら、美味しいフランス料理のコ－スに
舌鼓をうった我々である。
　出席者は⚑⚖名。⚑年ぶりも勿論だが、久しぶりに出
席してくれた方との再会が嬉しい。朗報も聞く。長年、
行方の分からなかった方が北海道で元気に暮らしてい
ること。しかし、喜寿を迎える年前後の我々である。
⚑名の訃報が伝えられる。これで物故者が⚑⚐名になっ
たのは残念である。又、病床にあるという欠席者の⚑
日も早い回復を祈る思いである。
　⚒時間強の会食も終わり、美術館前での記念撮影の
後、散会となった。次回は、平成⚒⚘年は⚖月⚑⚒日（日）、
境、夏目両幹事のもと開催される予定である。元気で
再会できることを祈っている。
 （塚田　康子）

最後に全員で写真撮影。次回のクラス会、みんな元気
でお会い出来るのを楽しみにして閉会となった。次回
幹事は村田寿さん、小野弘子さんのお二人にお願い致
しています。
　珊瑚会々員は現在⚒⚘名、同級生の絆を今後とも大事
にして参りたいと思います。
 （秦　初博）

昭和⚓⚙年卒業
　昨年度は藤本君の御世話で、⚑⚐月⚒⚕日（日）に上野
精養軒にて同級会が開催されました。出席者は⚑⚑人で、
例年に比べ参加者が少なかったのですが、天候に恵ま
れ、旧交を温めると同時に、上野公園の散策を楽しみ
ました。また、横井さんが「句集半夏生」を出版され
まして、素晴らしい俳句の数々に感銘を受けました。
⚑年に⚑度の頻度でしか、皆さんにお会い出来ません
が、いろいろと話し合い、とても楽しい充実した一時
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千葉大薬昭⚓⚙卒クラス会
後列（左より）藤本，五十嵐，鈴木，牧野，立澤，
　　　　　　　大原正巳， 山口
前列（左より）横井，今泉，徳増，大原綾子
（時：⚒⚐⚑⚕年⚑⚐月⚒⚕日（日），所：東京 上野精養軒，
　幹事：藤本）

昭和⚔⚑年卒業（⚖⚖会）
　昨年⚖月に恒例の一泊旅行のクラス会を催し⚑⚕名
（男⚖、女⚙）が参集、梅雨入り前の好天に恵まれ奥
日光のクリンソウ群落探勝のミニハイクを楽しみまし
た。⚖⚖会は卒後（⚑⚙⚖⚖）と同時に発足し、本年で⚕⚐年
目を迎えます。当会はほぼ途絶えることなく続き、将
にマンネリこそが会の絆で、今でも懐かしき学部時代
に戻ることが出来ます。⚕⚕周年更には⚖⚐周年を目指し
たいものです（元気でいましょうね…）。　とは云え、
半世紀の星霜、昨年⚒名の訃に接し、残念ながらこの
世をあとにされた方が⚙名になってしまいました。今
もお一人お一人の顔が目に浮かび、お人柄が偲ばれま
す（合掌）。さて仲間も皆、日頃の何気ない活動に老い
の重みを感じてしまう⚗⚐代の現実です。でも、未だ未
だ現役で頑張っておられる同輩もいます事を付け加え
ておきます。 （深草　佑一）

昭和⚔⚒年卒業
　昨年⚔月⚑日をもって逝去した⚒名を除いて⚔⚒名全
員⚗⚐才【古希】の大台にのりました。
　一部の人は相変わらず、仕事を続けていらっしゃる
が、大部分の人は「趣味、ボランテイア、旅行、スポー
ツ」等に勤しんでいらっしゃる。腰が痛い、足腰弱っ
たの声が聞かれますが、まずまずの生活を過ごしてい
るようである。
　昨年⚑⚒月に所用で上京された嘉数（吉元）さんを囲
んで、有志⚑⚐名六本木にて【女子会】開催し楽談する。
　今年は⚕年ぶりのクラス会開催を興村君を中心とし
て企画中とかで楽しみある。
　卒業後一度も会っていない人も万障やりくりして参
加お願いいたします。
 （斉藤　弘）

昭和⚔⚓年卒業（若竹会）
　平成⚒⚗年⚑⚑月⚙日に第⚒⚑回若竹会をホテル椿山荘東
京⚔階マホガニールームで開催いたしました。ほとん
どの方が古希を迎えた今年のクラス会、出席者は⚑⚗名
と、若干少ない会となりましたが、終始和やかな雰囲
気の中で、ひとり、一人近況などを発表し合い、楽し
く語り合いながら親交を深めることができました。
　当日は空模様もあやしかったのですが、少し紅葉し
た木々を眺めながら庭園を散策しました。二次会はロ
ビーラウンジ「ル・シャルダン」で大学時代の話しに
華が咲き、これからの人生をどう生きるか？お互いの
考えを披露しながら楽しい一時を過ごしました。
　次回は埼玉方面にお住まいの方に楽しい企画を立て
ていただくことになりました。 （堀江　透）

でした。次回は鈴木君が幹事となり、同級会が開催さ
れる予定です。次回は、より多くの人が参加され、楽
しい同級会に致しましょう。
 （五十嵐　一衛）
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昭和⚕⚓年卒業（⚗⚔P）
　平成⚒⚗年⚑⚑月、東京大手町サンケイプラザで⚑⚙⚗⚔年
学部入学（⚗⚔P）のクラス会を開いた。大学が好きで
在学年限を延長した方も含まれるため連絡先は若干ア
バウトに。ともかく対象者⚗⚘名のうち、⚔⚐余名が出席。
自主的な還暦祝は大盛況となった（写真参照）。懐かし
い写真を発掘し、流行のスライドショーで上映し、「い
やー、変わんないね～」の言い合い。年齢は平行移動
しているだけなので、自他ともに評価は甘くなる。で
も、外見は正直。仕事バリバリという人もいるけど、
孫の可愛さ自慢や体調管理の話題などが飛び交い、や
はり年相応のクラス会だった。次は「東京オリンピッ
ク前に」ということで、ともかく忘れがたい一日と
なった。クラス会幹事：広田隆司、古畑めばえ（旧
姓：安藤めばえ）
 （齋藤　直樹）

昭和⚖⚑年卒業
卒後⚓⚐年
　今年は大学を卒業して⚓⚐年になります。この⚓⚐年、
私たちを取り巻く環境は大きく変わり、薬学は⚖年制、
医薬分業が当たり前となりました。製薬会社の合従連
衝が進み、医薬品は低分子から高分子へと変わりつつ
あります。私生活では結婚や子育て、親の看取りを経
験した人は多いと思います。統計によると私たちの世
代の平均余命もちょうど⚓⚐年くらいのようです。大学
を卒業してからと同じ⚓⚐年で世の中はどのように変
わってゆくでしょうか。そして私たちはどう生きてゆ
くのでしょう。今年あたりは心も体も少し丸みを帯び
た？同級生たちとそんな話をする機会を持ちたいと
思っています。（FBに同級生専用のグループを作成し
てあるので、こちらもご利用ください。）
 （安東　賢太郎）

昭和⚕⚑年卒業
　卒業して早⚔⚐年、年頃からいうとお孫さんに囲まれ
ている方もいらして、携帯やスマホの待ちうけ画面の
My Mago を見ては微笑んでいるのではありません
か？
　さて私は大学に在職していますが、定年まであと⚓
年となりました。最近はいかにボケないように、シニ
アライフを過ごすかが興味の対象となってきました。
　昨年夏、学生の海外研修の引率でオーストラリアに
行きましたが、その際に機内の英語のアナウンスが全
く聞き取れなくてショックを受けました！これでは非
常時に生き残れないのではと危惧し、帰国直後は英語
を頑張ろうと思ったのですが、日常業務に忙殺され結
局何もやっていません。どなたか脳の良い活性化法を
ご存知の方がいらっしゃいましたら、是非ご教示お願

昭和⚔⚔年卒業
　卒後⚔⚖年目のクラス会を昨年の⚕月⚒⚒日（金）に実
施した。男性⚔名、女性⚙名がᷤ飾区の京成線柴又駅
前広場の寅さん立像前に集合し、「寅さん巡り」を楽し
んだ。⚖世紀頃の有力者の前方後円墳に築造された柴
又八幡神社に寄る。⚒⚐⚐⚑年に出土の寅さんに似た埴輪
の出土に湧いた。日蓮宗経栄山題経寺（通称、帝釈天）
で外壁の法華経説話、花鳥風月の透かし彫りと池泉式
庭園に感激。『川千家』で癌死の友に黙祷後、鯉こく、
鰻重などを堪能。矢切の渡しと歌碑を見た。青空だが、
風やや強し。山田洋次ミュージアムと寅さん記念館で
はマドンナが話題に。和洋折衷の大正ロマン溢れる山
本亭では菓子付抹茶を頂きながら病気や老老介護の話
になり、自愛と健診励行で⚒年後もお会いしましょう
と。
　親戚の『高木屋』の草団子を家族の土産に散会した。
 （文：髙木、写真：柿沢）

い致します。
 （渡辺　敏子）

支 部 便支 部 便 りり
東京支部便り
　昨年⚑⚐月⚓⚑日に、学園祭に合わせて、薬友会秋の交
流会を発起人の角田範子氏（Ｓ⚕⚒）片桐大輔氏（Ｈ⚑⚓）
のもとで開催された。千葉、神奈川、東京の各支部長

が参加し、今後の薬友会合同支部会の開催について話
し合った。学園祭時に、薬友会交流会として大学の会
議室等を利用させてもらい行うことに合意した。詳細
については、⚗月の薬友会役員会・常任理事会合同会
議までに決定し、本年の学園祭時に、薬友会交流会を
開催する予定である。 （渡辺　楷）

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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ゐのはな山岳会
　ゐのはな山岳会は発足して⚕⚕年の歳月を重ねました。会員は昭和⚒⚔年卒から平成⚙年卒まで⚖⚕名です。昨年は
⚑月の浦和  調 神社、大宮 氷川神社の初詣から⚑⚒月の中央線藤野駅からの 峰  山 （⚕⚗⚐m）まで⚑⚔回、参加者は延べ

つき みね やま

⚒⚓⚖名。夏には⚒⚒年前に実施したみちのくの 早  池  峰  山 （⚑⚙⚑⚗m）を再度選びました。参加者⚒⚑名（男⚑⚑、女⚑⚐）。
はや ち ね やま

天候に恵まれ、日本のエーデルワイス ハヤチネウスユキソウの群落を堪能しました。翌日は宮城・秋田・岩手
に跨がる栗駒山（⚑⚖⚒⚘m）を目指し、麓の須川温泉（⚑⚑⚒⚙m）
の露天風呂に浸かり、久しぶりの夏山気分を味わって来ました。
秋には京都の比叡山（⚘⚔⚘m）延暦寺、鞍馬山（⚕⚐⚔m）、大原三
千院など個人では行きにくい洛北エリアを満喫しました。参加
者⚑⚗名（男⚖、女⚑⚑）。
　名称は山岳会ですが、軽登山、国宝級神社仏閣・城巡りなど
会員の体力・知力にあった企画です。興味のある方、特に平成
の卒業生の参加をお待ちしています（今年は磐梯山 雄国沼、上
諏訪 大見山、神戸 摩耶山・姫路 書写山など）。
（ご連絡は昭和⚕⚒年卒 角田範子さん迄
  E-mail:atukak@fb3.so.net.ne.jp）
 （早藤　弘）

千葉大薬友会ゴルフ
　昨年は、⚔月⚑⚐日に春の第⚒⚓回薬友会ゴルフを大宮ゴルフコースにて開催しました。寒さで残っていた桜の花
が散りはじめて、桜吹雪の見事な景観を愛でる幸運に浴することが出来ました。優勝は、桜吹雪の誘惑に目を奪
われることなく実力を発揮した田村氏です。
　秋の第⚒⚔回薬友会ゴルフは、⚑⚐月⚒⚗日、三浦様のご紹介で磯子カ
ンツリーにて開催しました。好天には恵まれましたが強風に悩まさ
れてのシーソーゲームとなり、最終的に初参加の前納氏の手に栄冠
が落ち着きました。（写真を掲載）

［成績］
第⚒⚓回　優　勝：田村　隼也　　第⚒⚔回　優　勝：前納　秀夫
　　　　準優勝：村瀬　一郎　　　　　　準優勝：田村　隼也
　　　　⚓　位：片野　清昭　　　　　　⚓　位：横田友三郎

追記
　薬友会ゴルフは開始から⚑⚒年を経過して、創設以来の会員である
大先輩の方々もご高齢となり、コンペの参加者もやや減りつつあるのが現状です。これまで主幹事として会の運
営にご尽力して戴いた三浦様も、この数年、体調不良でゴルフから遠ざかっておられるご様子で寂しい限りです。
　薬友会ゴルフ会は、年齢・性別を問わず初心者から上級者まで幅広い会員構成で、新ペリア方式の競技なので
何方にも優勝のチャンスがあります。新しい方々の参加を歓迎しています。お気軽に幹事までお声がけ下さい。
　入会申込又は問い合わせ：幹事 勝浦公男（S⚔⚔年）
　電　話：⚐⚓ô⚓⚕⚖⚕ô⚓⚔⚒⚘
　メール：kkkse2233kat@ceres.ocn.ne.jp
 （勝浦　公男）

サークル紹サークル紹介介

薬学茶道部
　ごきげんよう。薬学茶道部では毎年の亥鼻祭でお点前をすること
を目標に日々お稽古をしております。現在の部員は⚑⚐名ほどで、今
年も新しく⚑年生が入部してくれることを心待ちにしています。部
員は薬学部生が多いですが、昨年は看護学部の学生も入部し学部の
壁、先輩後輩の壁を越え楽しく活動しています。また、毎年恒例と
なっている夏旅行ですが、昨年は北陸新幹線が開通したということ
で金沢へ行ってまいりました。東茶屋街や兼六園など素晴らしい日
本の文化にふれることが出来、大学生活の良い思い出となりました。
　今年度も顧問の先生、茶道の先生にご指導頂きながら日々楽しく
活動していこうと思います。お忙しいこととは存じますが、先輩方
もぜひ亥鼻祭でのお茶会にお越し頂ければ幸いです。
 （夏目　紗恵）
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亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨　Letters from Alumni　亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

東洋医学研究会
　私達東洋医学研究会は、⚑⚙⚓⚙年に設立され、今なお「西
洋医学に加え東洋医学を学ぶことで最善の医療の提供を目
指す」ことを理念とし、様々な活動を行っています。
　現在の部員数は約⚒⚐名、いずれも医学部か薬学部の学生
です。そのうち⚑⚐名程度の⚑・⚒年生が主体となり活動し
ています。
　普段の活動は、構成員がそれぞれ興味を持った東洋医学
に関わる題材について発表し議論しあう「勉強会」、そして
東洋医学研究会のOB・OGの先生方を講師としてお招きし、
その経験や知識をご教授いただく「自由講座」の⚒つを柱
としています。
　将来を担っていけるような立派な医療人を目指し、これ
からも活動を続けてまいりますので、ご支援の程よろしく
お願い致します。

（梶原　理希）

薬学テニス部
　私たち薬学テニス部は週に⚑，⚒回、⚑年から⚓年の部員を中心に西千葉キャンパスのテニスコートを利用し
て活動しています。経験者も初心者もいて少人数なので、コートを広々使って充実した練習ができ、初心者でも
どんどん上達できます。普段の活動以外に合宿も行っており、今年度は千葉県白子町に⚑泊⚒日で合宿へ行き、
テニスの練習やバーベキューを行い部員間の親睦を深めました。
　薬学テニス部は部員が全員薬学部生なので先輩、後輩間のつながりが非常に強く、学業や将来のことなどで
困った時力になって下さる部員がたくさんいて非常
に心強いです。
　このように、部員の仲も良くテニスも上手くなれる活気あるサークルなので興味のある方は是非一度来てみて
ください。
 （張　俐綺）

2015年亥鼻祭での集合写真

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
学部だより　学部だより　

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
⚒⚐⚑⚖年度大学院医学薬学府入学者の状況（⚔月入学者）
修士（薬学領域）入学　⚕⚔名：総合薬品科学専攻⚕⚔名
博士（薬学領域）入学　⚑⚘名：先端医学薬学専攻（⚔年制）⚓名

先端創薬科学専攻（⚓年制）⚑⚕名

第⚑⚐⚑回薬剤師国家試験合格状況
平成⚒⚘年⚒月⚒⚗日～⚒月⚒⚘日実施
新卒合格率　⚙⚗.⚑⚔％（⚓⚔名：⚙⚗.⚑⚔％は全国⚗⚓大学中、⚕位の成績です。）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

教員の異動（⚒⚐⚑⚕年⚔月⚒日～⚒⚐⚑⚖年⚔月⚑日）
⚒⚘．⚓．⚓⚑　任期満了　堂浦　智裕　特任助教（予防薬学）

東京大学　特任教員へ
⚒⚘．⚓．⚓⚑　任期満了　高橋　由佳　特任助教（医薬品情報学）
⚒⚘．⚓．⚓⚑　退　職　小椋　康光　特任教授（常勤教員へ）
⚒⚘．⚔．⚑　採　用　小椋　康光　教授（予防薬学）
⚒⚘．⚔．⚑　採　用　秋田　英万　教授（薬物学）
⚒⚘．⚔．⚑　採　用　神﨑　哲人　特任教授（医薬品情報学）
⚒⚘．⚔．⚑　採　用　橋本　直子　特任助教（分子心血管薬理学）
⚒⚘．⚔．⚑　配置換　降幡　知巳　助教（薬物学）
⚒⚘．⚔．⚑　配置換　稲川　知子　特任助教（分子心血管薬理学）

（H⚒⚘．⚓．⚒⚕現在）

⚒⚗．⚔．⚓⚐　辞　職　佐藤　慶治　助教（微生物薬品化学）
株式会社DNAチップへ

⚒⚗．⚘．⚑　採　用　川島　博人　教授（微生物薬品化学）
⚒⚗．⚑⚒．⚓⚑　辞　職　佐藤　勇人　特任助教（医薬品情報学）

（株）マツモトキヨシホールディングスへ
⚒⚘．⚑．⚑　採　用　境　　隆一　特任助教（医薬品情報学）
⚒⚘．⚑．⚑⚒　採　用　畠山　浩人　助教（臨床薬理学）
⚒⚘．⚓．⚑　採　用　平川城太朗　助教（微生物薬品化学）
⚒⚘．⚓．⚓⚑　定年退職　千葉　　寛　教授（薬物学）
⚒⚘．⚓．⚓⚑　任期満了　山下　　純　特任教授（医薬品情報学）

医学部附属病院へ
⚒⚘．⚓．⚓⚑　任期満了　佐竹　尚子　特任助教（実務薬学）
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　今年度の受賞記今年度の受賞記録録
＜教員の受賞＞
平成⚒⚗年⚓月　　学長表彰（千葉大学）植田圭祐（製剤工学）
平成⚒⚗年⚓月　　日本薬学会第⚑⚓⚕年会優秀発表賞（日本薬学会）植田圭祐（製剤工学）
平成⚒⚗年⚓月　　日本薬学会　学術振興賞　第⚔B部門（日本薬学会第⚑⚓⚕回年会）藤野裕道（薬効薬理学）
平成⚒⚗年⚓月　　優秀発表賞（第⚔⚐回千葉東洋医学シンポジウム）佐藤洋美（臨床薬理学）
平成⚒⚗年⚕月　　日本薬剤学会第⚓⚐年会最優秀発表者賞（日本薬剤学会）植田圭祐（製剤工学）
平成⚒⚗年⚘月　　ASPB TOP AUTHORS（米国植物生物学会）斉藤和季（遺伝子資源応用）
平成⚒⚗年⚘月　　第⚔⚐回製剤・創剤セミナーPostdoctoral Presentation Award（日本薬剤学会）
　　　　　　　　植田圭祐（製剤工学）
平成⚒⚗年⚙月　　生薬学会賞（日本生薬学会）高山廣光（生体機能性分子）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　生薬天然物部会奨励研究賞（日本薬学会）吉本尚子（遺伝子資源応用）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　第⚓⚑回製剤と粒子設計シンポジウム奨励賞（粉体工学会）植田圭祐（製剤工学）
平成⚒⚗年⚑⚑月　　Lectureship Award（The ⚑⚐th International Conference on Cutting-Edge Organic 

Chemistry in Asia）西田篤司（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚑⚑月　　奨励賞（日本薬物動態学会）降幡知巳（薬物学） 

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
⚒⚐⚑⚖年度薬学部入学者の状況
入学者⚘⚕名（男⚔⚙名、女⚓⚖名：推薦⚑⚐名、前期⚖⚐名、後期⚑⚕名）
出身高校一覧
⚕名　市川（千葉）、渋谷教育学園幕張（千葉）
⚔名　県立千葉（千葉）
⚓名　千葉東（千葉）、豊島岡女子学園（東京）、両国（東京）
⚒名　竹園（茨城）、県立船橋（千葉）、開成（東京）、戸山（東京）
⚑名　札幌東（北海道）、札幌北（北海道）、八戸（青森）、盛岡第一（岩手）、宮城第一（宮城）、磐城（福島）、佐野（栃木）、

県立浦和（埼玉）、市立浦和（埼玉）、開智（埼玉）、大宮（埼玉）、清真学園（茨城）、土浦第一（茨城）、並木（茨城）、
稲毛（千葉）、芝浦工業大学柏（千葉）、成田（千葉）、成東（千葉）、千葉敬愛（千葉）、東邦大学付属東邦（千葉）、
日本大学習志野（千葉）安田学園（東京）、共立女子（東京都）、渋谷教育学園渋谷（東京）錦城（東京）、駒場（東京）、
光塩女子学院高等科（東京）、国分寺（東京）、桜蔭（東京）小石川（東京）、洗足学園（東京）、東京農業大学第一（東京）、
都立武蔵（東京）雙葉（東京）、國學院大學久我山（東京）、フェリス女学院（神奈川）、横浜翠嵐（神奈川）、
横浜サイエンスフロンティア（神奈川）、桐蔭学園（神奈川）、桐光学園（神奈川）、湘南（神奈川）、逗子開成（神奈川）、
聖光学院（神奈川）、浅野（神奈川）、沼津東（静岡）、静岡（静岡）、三条（新潟）、津南（新潟）、松本県ケ丘（長野）、
諏訪清陵（長野）、岐阜（岐阜）、藤島（福井）、武生（福井）、那覇国際（沖縄県）

⚒⚐⚑⚕年度　卒業生・修了生の進路
学部⚔年制　⚔⚔名
　進学　⚔⚓名 ：千葉大学⚔⚒名、東京大学⚑名
学部⚖年生⚓⚖名
　進学　⚒名 ：東京大学
　病院　⚑⚑名 ：千葉大学医学部附属病院（⚒名）、群馬大学医学部附属病院、千葉西総合病院、船橋市立医療センター、
 　総合東京病院、国立国際医療研究センター国府台病院、足利赤十字病院、国立国際医療研究センター病院、
 　春日部中央総合病院、上尾中央医科グループ桜ヶ丘中央病院
　企業　⚑⚗名 ：アサヌマコーポレーション、ウエルシア薬局、白十字㈱、富士薬品㈱、アステラス製薬㈱、㈱ウィーズ、
 　日本製薬㈱、アイセイ薬局、シミック㈱、㈱新日本科学ＰＰＤ，小野薬品工業㈱、ファイザー㈱、
 　Meiji Seikaファルマ㈱、ロート製薬㈱、チューリップ調剤㈱、㈱タカサ、日本調剤薬局㈱
　公務員⚕名 ：千葉県、さいたま市、豊島区、静岡県
　未定　⚑名
修士修了　⚕⚒名
　進学　⚖名 ：千葉大学⚖名
　企業　⚔⚒名 ：アステラス製薬㈱⚕名、Meiji Seikaファルマ㈱⚒名、広栄化学工業㈱、日本化薬㈱、 日本製薬㈱、
 　キッセイ薬品工業㈱、パレクセル・インターナショナル、東京化成工業㈱、中外製薬㈱、大鵬薬品工業㈱、
 　クラシエ製薬㈱、積水化学工業㈱、日本コルマー㈱、三菱ガス化学㈱、住化分析センター、
 　日本マイクロバイオファイマー、材料科学技術振興財団、住友化学㈱、日本べーリンガーインゲルハイム㈱、
 　清水メディカル㈱、兼松㈱、医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）、帝人㈱、鈴榮特許綜合事務所、
 　ロシュ・ダイアグリスティック㈱、ニプロ㈱、大正製薬㈱、日本ケミファ㈱、鳥居薬品㈱、㈱マイクロン、
 　㈱メディサイエンスプランニング、第一三共㈱、富士フイルムＲＩファーマ㈱、ヤンセンファーマ㈱、
 　日本たばこ産業㈱、エーザイ㈱、小野薬品工業㈱
　公務員⚔名 ：秋田県警察、千葉県、財務省関税局、特許庁
博士修了　⚑⚕名
　病院・企業等⚖名 ：千葉大学附属病院
 　持田製薬㈱、第一三共㈱、アトテックジャパン㈱、大鵬薬品㈱
　ポストドクター⚖名 ：千葉大学⚒名、大阪大学、日本学術振興会、産業技術総合研究所、医療基盤・健康栄養研究所
　帰国　⚒名
　未定　⚑名
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　薬友会ホームページは随時更新しています。今までの
薬友会報が閲覧できるとともに、住所変更などもメール
で連絡できます。

http://www.p.chiba-u.jp/yakuyukai/

平成⚒⚗年　活動実績
⚓月　新入生入会案内（新規終身会員⚑⚑⚐名）
⚕月　薬友会報⚒⚕号発行
⚗月　役員会・常任理事会および第⚒⚔回千葉大学薬友

会生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会開催
（薬学部⚑⚒⚐周年記念講堂）（講師⚔名、参加者151
名）

⚑⚒月　役員会・常任理事会

平成⚒⚘年　活動予定
⚓月　新入生入会案内
⚕月　薬友会報⚒⚖号発行
⚗月　役員会・常任理事会および第⚒⚕回千葉大学薬友

会生涯教育セミナー
⚑⚒月　役員会・常任理事会

お知らせ
　薬友会のさらなる活性化のため、終身会員加入とご寄
付をお願い申し上げます。
⚑）終身会員：会費⚒万円、昭和⚔⚘年に開設（現在加入
率約⚗⚕％）。会員名簿CDを更新のたびに無料で配布い
たします。
⚒）ご寄付：一口⚒千円から随時受付けています。特に、

終身会員会費が⚑万円であった会員の皆様のご協力を
お願い申し上げます。同封の振込用紙の通信欄の「終
身会員」あるいは「寄付」に□碍 を入れ、氏名、住所、
卒業年度をご記入いただき、＜郵便振替口座 ⚐⚐⚑⚕⚐-
⚕-⚕⚕⚑⚗⚙⚖ 千葉大学薬友会＞にお願い申し上げます。
⚓）名簿冊子：会員名簿の冊子体についてご希望がござ
いましたら以下にご連絡下さい。総部数を確認後、有
料にての領布を検討致します。
ＥȂメール：yakuyukai@chiba-u.jp
Ｆ　Ａ　Ｘ：⚐⚔⚓ô⚒⚒⚖ô⚒⚘⚗⚓

平成⚒⚘年度各種委員会名簿
（○印：委員長。前委員長はアドバイザーとして参画。）
総務委員会　○西田 篤司、荒井 秀、原田 真至

村山 俊彦（前委員長：アドバイザー）
財務委員会　○伊藤 素行、溝口 貴正、殿城 亜矢子、村

上 泰興（Ｓ⚓⚖）、高屋 明子（前委員：アド
バイザー）

名簿委員会　○樋坂 章博、佐藤 洋美、村上 泰興（Ｓ⚓⚖）
高山 廣光（前委員長：アドバイザー）

事業委員会　○千葉 寛、小林 カオル、降幡 知巳、渡辺 
楷（Ｓ⚓⚓）、高野 博之、関根 祐子（前委員
長：アドバイザー）

広報委員会　会報担当部門：◎佐藤 信範、小林 江梨子、
櫻田 大也、渡辺 楷（Ｓ⚓⚓）、加藤 文男（Ｓ
⚔⚗）、戸井田 敏彦（前委員長：アドバイザー）
情報担当部門：○片桐 大輔（Ｈ⚑⚓）、小林 江
梨子

薬友会より　薬友会より　

＜学生の受賞＞
平成⚒⚗年⚓月　　学生優秀発表賞（日本薬学会第⚑⚓⚕年会（神戸））大石健介（活性構造化学）
平成⚒⚗年⚓月　　学生優秀発表賞（日本薬学会第⚑⚓⚕年会（神戸））赤嶺隆太（活性構造化学）
平成⚒⚗年⚓月　　優秀口頭発表賞（第⚑⚓⚕回日本薬学会年会）米谷詩織（分子細胞生物学）
平成⚒⚗年⚓月　　優秀口頭発表賞（第⚑⚓⚕回日本薬学会年会）長谷川仁美（分子細胞生物学）
平成⚒⚗年⚓月　　優秀口頭発表賞（第⚑⚓⚕回日本薬学会年会）森井真理子（分子細胞生物学）
平成⚒⚗年⚓月　　優秀口頭発表賞（第⚑⚓⚕回日本薬学会年会）幸龍三郎（分子細胞生物学）
平成⚒⚗年⚓月　　優秀発表賞（日本薬学会第⚑⚓⚕年会）中島誠也（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚓月　　修士論文優秀発表賞（千葉大学大学院医学薬学府）堀弘人（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚓月　　年会優秀発表賞（第⚘⚘回日本薬理学会年会）宇津美秋（臨床薬理学）
平成⚒⚗年⚓月　　学長表彰者（平成⚒⚖年度千葉大学）大石信雄（臨床薬理学）
平成⚒⚗年⚔月　　なのはな賞（学生版）久保田翔子（予防薬学）
平成⚒⚗年⚕月　　日本薬剤学会第⚓⚐年会最優秀発表者賞（日本薬剤学会）黒岩洋佑（製剤工学）
平成⚒⚗年⚗月　　Poster Award（⚑⚑th International Conference on Cerebral Vascular Biology）伊藤涼（薬物学）
平成⚒⚗年⚘月　　ベストポスター賞（第⚓⚓回日本植物細胞分子生物学会（東京）大会）森直子（遺伝子資源応用）
平成⚒⚗年⚘月　　第⚔⚐回製剤・創剤セミナー学生ポスタープレゼンテーション優秀発表賞（日本薬剤学会）
　　　　　　　　金屋晴信（製剤工学）
平成⚒⚗年⚙月　　小城海外派遣助成受賞（日本生薬学会）米山達朗（活性構造化学）
平成⚒⚗年⚙月　　優秀発表賞（日本生薬学会）丸山萌（生体機能性分子）
平成⚒⚗年⚙月　　優秀発表賞（第⚑⚔回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム⚒⚐⚑⚕）本田拓也（分子細胞生物学）
平成⚒⚗年⚙月　　優秀発表賞（第⚕⚙回日本薬学会関東支部大会）江森皓亮（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　優秀発表賞（第⚖回食品薬学シンポジウム）金田結（活性構造化学）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　第⚓⚒回製剤と粒子設計シンポジウム奨励賞（粉体工学会）大八木直子（製剤工学）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　若手優秀発表賞（第⚑⚓⚓回日本薬理学会関東部会）倉田直希（薬効薬理学）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　優秀ポスター発表賞（第⚕回CSJ化学フェスタ⚒⚐⚑⚕）天児由佳（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚑⚐月　　優秀ポスター発表賞（第⚕回CSJ化学フェスタ⚒⚐⚑⚕）中島誠也（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚑⚑月　　優秀発表賞（第⚙回 次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム）薄田健史（生物薬剤学）
平成⚒⚗年⚑⚑月　　HETEROCYCLES AWARD（第⚔⚕回複素環化学討論会）河野将人（薬化学）
平成⚒⚗年⚑⚑月　　Outstanding Poster Award（The ⚕th Junior International Conference on Cutting-Edge 

Organic Chemistry in Asia）堀弘人（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚑⚑月　　ポスター発表優秀賞（第⚑⚐⚘回有機合成シンポジウム）中島誠也（薬品合成化学）
平成⚒⚗年⚑⚒月　　若手優秀発表賞（第⚓⚘回日本分子生物学会年会、第⚘⚘回日本生化学会大会 合同大会）
　　　　　　　　橋本真里（薬物学）
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日　時：平成⚒⚘年⚗月⚙日（土）
　　　　⚑⚓：⚐⚐～⚑⚖：⚐⚐

場　所：千葉大学薬学部⚑⚒⚐周年記念講堂
　　　　（医薬系総合研究棟Ⅱ　⚑階）
　　　　（〒⚒⚖⚐-⚘⚖⚗⚕　
　　　　 千葉市中央区亥鼻⚑－⚘－⚑）

主　催：千葉大学大学院薬学研究院・千葉大学薬友会

共　催：日本薬剤師研修センター（参加者には日本薬剤師研修センターより単位が認定されます。）

テーマ：「多方面で活躍する千大薬学OB・OG」

生涯教育セミナー
⚑）「いま医療に必要な情報とは：社会的責任に基づいた製薬企業の取り組み」
　　橋詰　美里　先生（中外製薬株式会社）
⚒）「新薬創製の夢を追って、⚓⚐年」
　　千葉　雅人　先生（大鵬薬品工業株式会社）
⚓）「有機合成化学から生命科学へのアプローチ」
　　袖岡　幹子　先生（理化学研究所）
宮木高明記念講演会
　　「薬剤師のリプロファイリング、リポジショニングの時代」
　　北田　光一　先生（日本病院薬剤師会）

終了後懇親会があります。　　医薬系総合研究棟Ⅱ　大会議室（記念講堂の階下）

 セ ミ ナ ー 参 加 費 無料
 意見交換会（懇親会）参加費 ⚓,⚐⚐⚐円（当日）
 参 加 申 込 み 方 法 
本セミナーに関するお問い合せは薬学研究院（薬物学研究室）小林カオルまでお願いいたします。
（電話/FAX：⚐⚔⚓-⚒⚒⚖-⚒⚘⚙⚕）

編集後記

第⚒5回千葉大学大学院薬学研究院　薬友会生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会開催のお知らせ
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

　本学部は、平成⚒⚗年度にはじめて薬学⚖年制教育の質の保証を目的とした第⚓者評価をうけました。結果は「適
合」でした。近年、大学における研究・教育について、このような外部評価を受ける時代になりました。
　我々教員一丸となって今後も薬学教育プログラムの質的向上に取り組んでいきたいと考えております。在学生
のみならず、千葉大学を目指す高校生や卒業生の声に耳を傾けていきたいと思います。ご寄稿いただいた皆様に、
この場を借りてお礼申し上げます。 （佐藤信範）　

　　広報委員会　会報担当部門
　　　佐藤信範（委員長）、小林江梨子、櫻田大也、渡辺楷（S⚓⚓）、加藤文男（S⚔⚗）、戸井田 敏彦（前委員長）

・JR千葉駅、京成千葉駅到着後、JR千葉駅東口正面⚗番のバス乗り場から「千葉大学病院」行きバス、または「南
矢作」行きバスに乗車、「千葉大薬学部前」で下車。約⚑⚕分


